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午前10時00分開議 

○事務局長（甲斐 順生事務局長）  皆様、おはようございます。御起立をお願いいたします。一

同、礼。 

〔起立・礼〕 

○事務局長（甲斐 順生事務局長）  御着席ください。 

○議長（坂本 弘明議員）  これから本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元に配付の

とおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．一般質問 

○議長（坂本 弘明議員）  日程第１、一般質問を行います。 

 なお、質疑をされる方は、町長の最初の答弁以降については、質問の内容に応じ、答弁者を指

名して質疑願います。 

 最初に、工藤博志議員の質問を許します。質問席に登壇願います。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  先に通告いたしました件名につきまして、トップバッターで

質問をさせていただきたいと思います。 

 高齢者福祉の充実と農業の振興及び林道の維持管理についてであります。 

 まず、高齢者福祉の充実についてであります。 

 高齢世帯に給食宅配サービス事業が実施されておりますが、希望者は年々増加傾向にあると思

っております。一方、調理人、配達人におかれましては人手不足というようなことと高齢化して

いるのが現状であります。今後の運営方針についてお伺いをいたします。 

 次に、買物のサービスと高齢者世帯の安否確認を兼ね、自動車外販組合が発足して活動されて

おります。また、最近、上野・田原地区を中心に新たに発足された業者との連携を、執行部との

連携をお伺いいたします。 

 続きまして、３番目ですが、団塊の世代が後期高齢者となり、在宅介護・看護の増加が予想さ

れます。これまでの日用品の支給とともに、介護者への心身のケアなど、支援策を質問いたしま
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す。 

 大きな２番の農業の振興についてでありますが、新規就農者や認定農業者には国・県の補助事

業がありますが、これから５年、１０年先まで農業経営可能な高齢農業者に対しての機械更新の

ための町単独補助事業の新設はできないかを問います。 

 続きまして、土地改良区の統合により、水利組合や協同用水組織との格差を危惧しております。

土地改良区には国・県の補助事業を受けやすくなりますが、少人数で小規模の組織は対象外であ

り、環境・国土保全や農地を守る観点から同様の補助事業が必要だと考えておりますが、支援策

を問います。 

 続きまして、近年、農業機械は大型化しているわけですが、土地の有効利用と作業効率の向上

や負担軽減のための田畑の小規模な基盤整備に対する支援策を伺います。 

 最後に、林道の維持管理についてであります。 

 数年に一度と言われていた大雨や豪雨による地滑り、林道災害が近年は毎年全国的に発生して

おります。これは、異常気象や地球温暖化による影響も大きいと思っております。一方で、雨季

前の側溝や排水路の適切な管理不足が原因の場合も見受けられるところであります。 

 森林は、人の生活や動植物の生息を支えているとともに、蒸散作用による地球温暖化の防止や

天然ダムとしての機能を発揮しております。このような大事な役割を果たしている森林が破壊さ

れないように、林道整備と維持管理について考えをお伺いいたします。 

 以上３点について、よろしくお願いします。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長、登壇願います。 

○町長（甲斐 宗之町長）  それでは、工藤博志議員の高齢者福祉の充実と農業の振興及び林道の

維持管理についての御質問にお答えいたします。 

 初めに、１つ目の高齢者福祉の充実についての中で、高齢者世帯への給食サービスについての

御質問ですが、こちらは、ふれあい給食サービスとして、平成８年５月に上野地区で、平成９年

６月に三田井地区で始まり、今年で２５年を経過しているところであります。 

 本年１０月現在の利用は１０６世帯でございます。昨年、令和２年の同時期には１０３世帯、

一昨年、令和元年は１００世帯と、おっしゃるとおり増加傾向にございます。 

 一方、給食サービスを担っていただいているボランティアの方は、上野地区で調理及び配達

８名、配達のみが３名で、平均年齢は７０.６歳、三田井地区で調理及び配達が１３名、配達の

みの方が６名で、平均年齢は７３.４歳となっております。調理・配達のボランティアの高齢化

は御指摘のとおりであります。 

 今後の運営方針についてですが、委託先の社会福祉協議会と協議を重ねているところです。 

 具体的な方策についてはさらに議論を重ねなければなりませんが、ボランティアによる給食
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サービスを見直すことを含めて検討してまいりますので、内容が固まりましたら議員の皆様にも

御報告をさせていただきます。 

 次に、本年度から新たに上野・田原地区で買物サービスと安否確認を兼ねた外販サービス業者

との連携についての御質問ですが、こちらの業者は、あらかじめ登録を頂いた世帯に食品から日

用雑貨等を移動しながら販売するものであります。事前に行き先が決まっており、販売員も利用

される方と対面する中で、利用者の変化にも気づきやすいようであります。 

 実際の事例では、販売員が午前中に訪問したお宅で、呼びかけても利用者の方が出てこられな

いことがあり、販売員が確認をしたところ、体調を崩しておられることが分かり、地域包括支援

センターへ連絡がありました。それを受けてセンターの職員が訪問し、状態を確認し、病院受診

へとつなげたということがございました。同様な事例がほかに１件あり、引き続き連携して地域

の見守りに協力を頂いているところでございます。 

 次に、介護に係る日用品の支給と介護者への心身のケアについての御質問ですが、現在、在宅

で要介護４もしくは要介護５、条件によっては要介護２もしくは要介護３に相当する高齢者を介

護する家族の経済的な負担の軽減と福祉の向上を目的として、家族介護支援事業を行っておりま

す。世帯の課税状況に応じて年額３万円から１０万円の介護用品券を支給するもので、紙おむつ

等の介護用品の購入に利用できるものでございます。 

 令和３年１２月現在、５０名の方が利用されており、介護者の経済的な負担軽減につながって

いると思われます。 

 また、介護者の心身のケアの一つとして、毎年、西臼杵在宅医療・介護連携推進協議会におい

て、在宅医療・在宅介護をテーマとした西臼杵町民公開講座を開催しております。講座では、実

際に在宅で介護をされている方の経験談を発表いただき、情報を共有するとともに、介護者の心

の支えにもなっていると感じております。 

 昨年度はコロナ禍ということもあり、講演を取りやめましたが、介護者による体験談をつづっ

た文集を作成しました。この文集は公民館に回覧をさせていただき、問合せのあった方に配布も

しているところでございます。 

 本年度は公開講座の開催を計画しているところでございます。そのほかに、認知症家族の会も

毎月開催をしており、認知症の家族の情報交換の場として、また、介護者の気分転換の場として

大切な役割を果たしていると感じております。 

 今後とも、高齢化社会で介護が必要な方と介護をする家族等の心の支えとなり、持続可能な介

護環境づくりの支援を図って参ります。 

 次に、２つ目の農業の振興についてでありますが、農林業を取り巻く状況は非常に厳しく、少

子高齢化による農業の担い手の減少、後継者の不足には歯止めがかからない状況にあります。そ
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のことから当然高齢農家の離農が進んでおり、このままでは町の基幹産業である農業の存続も危

惧される状況です。 

 初めに、経営可能な高齢農業者に対して、機械更新のための町単独補助事業の新設はできない

かとの御質問ですが、高齢農業者の方々は経験豊かな農業経営のプロでありますので、地域の農

家の相談役あるいは指導者として頑張っていただきたいと思っております。 

 農業機械の更新・新規導入が生産者には大きな負担として強いられているため、作物専用機械

に限って協業体単位で助成しているところでございます。また、今年度は、新型コロナ対策農産

物支援事業・高千穂町営農継続補助金により農業用機械等整備事業に取り組んだところでありま

す。 

 しかし、本町の１戸当たりの耕作面積は零細であり、また、分散錯圃的所有が多いため、効率

的な生産体制ができないことにより、近い将来、一層の地域農業の脆弱化は避けられないと考え

られます。 

 そこで、地域や集落で機械の共同利用組織、作業受託・経営受託組織、集団栽培組織、土地の

集積や経営形態を整備することにより、総合的な機械の利用や効率的な購入が可能となり、自主

的かつ継続的な生産活動が確保されることになります。 

 そこで、これまで同様に国や県の事業を活用しながら継続、また、充実させる必要があると考

えます。 

 高齢農業者への具体的な支援策については、集落営農やアグリヘルパーなど、既存の制度を活

用するとともに、スマート農業の実装など、新たな支援策の検討を進めていく考えでおります。 

 以上の理由により、現在のところ、高齢農業者に限っての機械更新のための補助事業は検討し

ていない状況であります。 

 次に、水利組合・共同用水組織等の小規模組織に対する支援策についての御質問でありますが、

本町における農業基盤の整備は、目的により、用水改良、排水改良、施設更新を中心に、事業規

模に応じて国・県の補助事業を活用して整備を行っているところでございます。 

 この中で、補助率の高い国庫補助事業の採択を受けるためには、土地改良法や採択条件による

制約から、議員御指摘のとおり、小規模な水利組合等が採択を受けるにはかなりハードルが高い

のが現状であります。 

 しかしながら、小規模な水利組合等であっても、県からの予算配分の中で事業費の上限はござ

いますが、受益戸数２戸以上で県単独事業に取り組めるようになっております。 

 また、費用対効果等が期待できる条件が事業計画の中で要件に達すれば、土地改良法による法

手続を踏まずに、中山間地域総合整備事業や非公共事業等の国庫補助事業の採択を受けることも

可能となる場合がございます。 
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 中山間地域の土地管理の中で、小規模な水利組合等が管理する用排水路につきましても、国土

保全、水源涵養、土砂崩壊防止などの観点から、要望や相談があった時点で、事業の実施機関や

事業規模、受益者負担等を総合的に勘案した上で、より有利な事業に取り組めるよう対応してい

きたいと考えております。 

 次に、田畑の小規模な基盤整備に対する支援策についての御質問ですが、田畑の基盤整備につ

きましては、これまで圃場整備等の要望や相談件数も少なく、事業実績もほとんどない状況であ

りましたが、近年になり数件の要望が寄せられております。 

 この中で、町内２地区の圃場整備事業を圃場内農道・用水路を含めた形で、国庫補助事業であ

る中山間地域総合整備事業により実施する計画としております。この場合、事業計画から実施に

至るまで事業工種ごとに優先順位を取り決めて工事を順番に進めていくことから、事業の実施に

移るまでかなりの年数を要する可能性もございます。 

 また、県単独事業による圃場整備事業も実施可能でありますが、県内の予算配分に上限がある

ため、比較的小規模な圃場整備事業に限定されると予想されます。 

 今後は、事業費バランスも勘案しながら、地元負担も検討しつつ、新しいアイデアも取り入れ

ながら、経済的かつ弾力的な整備に努めていきたいと考えております。 

 次に、３つ目の林道の維持管理についての御質問ですが、本町の林道は、令和３年４月現在、

延長１５万１,９６６メートル、１ヘクタール当たりの林道延長である林道密度は９.１３メート

ル／ヘクタールに達しており、造林・保育事業の管理道、林産物の輸出をはじめ、人や物流など、

地域の振興を図る上からも、国道・県道等の公道とともに重要な役割を果たしており、国や県の

御理解と支援の下に計画的に整備を進め、本町の林業経営の改善、地域振興を図っているところ

であります。 

 現在の施工状況については、林道の開設は、森林基幹道高千穂・日之影線、林業専用道では日

出線を県営で行っており、町営では、林業専用道の椿原線の開設やのり面・舗装工事など、

１１路線の整備を行っております。 

 御質問の森林が破壊されないよう林道整備と維持管理についての考えでありますが、林道の新

規開設につきましては、林道規定の改定等により、縦断勾配や舗装施工可能条件の緩和など、壊

れにくい林道の設計に取り組んでおり、排水処理や構造物の設計などについては地元と協議し、

設計に反映しております。 

 また、維持管理につきましては、地球温暖化に伴う気候変動による災害リスクの高まり、少子

高齢化の進展といった自然条件や社会情勢の変化も踏まえつつ、その維持管理・更新等を適切に

行っていくことが喫緊の課題となっております。 

 厳しい財政状況が続く中で、事後対処的な対応から予防保全的な管理にシフトし、長期的な視
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点を持って更新・長寿命化などを計画的に行い、計画の不断の見直し・充実を図り、維持管理費

の軽減・平準化に努めながら、引き続き林道の管理を行ってまいります。 

 しかし、行政だけでの対応では不十分なところもあるため、各地区公民館に対しましては、林

道の維持管理等への御協力を引き続きお願いしたいと考えております。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  ありがとうございました。それでは、質問順に従って再質問

をさせていただきたいと思いますが、まず、給食サービスについてであります。これにつきまし

ては、答弁では、年間に１００名から１０６名ということでありますけれども、年間の中では増

減もあるのかなというふうにも思っているところでございます。これにつきましては、給食を受

けられる方にとっては、６５歳以上が対象ということでありますし、また、車や交通の弱者によ

ります買物の不便な方、あるいは、調理等が身体的な不自由のためにできない方が対象というふ

うに聞いておるわけですけれども、給食を待っておられる方は毎日心待ちにしておられますし、

また、配達の人たちとの会話などを非常に楽しみにしておられるようであります。 

 一方、調理・配達をされる方々にとっては、定年後の生きがい、あるいは、配達先での感謝の

言葉や職場での仲間づくりなど、高齢化社会の環境づくりには非常に役立っているのではないか

というふうに思っているところであります。 

 答弁の中で、今後の運営の方針につきましては、社会福祉協議会と協議を重ねていくというよ

うなことでありますが、単刀直入にお伺いをいたしますが、継続なのか、廃止なのか、保健セン

ター事務長にお伺いをいたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  保健センター事務長。 

○保健福祉総合センター事務長（興梠 晶彦事務長）  工藤博志議員の御質問にお答えいたします。 

 今現在、協議を重ねておりますが、今のところは継続の方向で、どういった対策が取れるのか

といったことを協議をしている段階でございます。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  継続というような答弁を頂きまして、大変ありがたいといい

ますか、感謝をしておりますけれども、そういった中で、これまでは調理・配達人の方々は、言

葉が適しているか分かりませんけれども、有償ボランティアというような形でやっていただいて

おりました。今後はそういったことも含めて見直しをなされるというふうに思いますが、日当制

になるのか、給与制になるのか、そういったところは今後の協議というふうに思いますけれども、

現場で調理・配達をやっておられる方の意見もしっかりと聞いていただいて、その中で新しい方
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向に進んでいったらいいのかなというふうに思いますが、今後、現場の声を聞く考えがあるのか

ないのかをセンター事務長にお伺いいたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  保健センター事務長。 

○保健福祉総合センター事務長（興梠 晶彦事務長）  今現在、協議をしている中で、社会福祉協

議会の担当等が実際の現場の方たちと話しながら、出てくる問題点を、出されたものをまとめて

いただいて、一緒に今はそれについても検討をしているところでございます。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  ありがとうございます。現場の声も聞いてやっていくという

ことでございます。この給食事業につきましては、もう既に２５年が経過したということでござ

いますけれども、今後、しばらくの間は高齢化社会が続くだろうというふうに思うわけですけれ

ども、今後１０年、２０年先までこういう事業を続けていく考えがあるのかないのかを町長のほ

うにお伺いしたいと思います。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  工藤議員の御質問にお答えいたします。 

 このサービスについて、ボランティアで先ほど有償なのか、給与制かという話もありましたけ

れども、ボランティアを新たに募るというところにまずは力を入れたいと思っておりまして、私

としては継続してやるべきなものではないかなと思っております。 

 また、その配達の在り方、調理の在り方について、有償ボランティアではなくて例えば事業者

の活用とか、そういったところも含めてどのようにしたら継続できるのかというところを引き続

き、先ほどありました現場の声も聞きながら検討したいというふうに思います。お答えとしては、

可能な限り継続をしたいと考えているということで回答とさせていただきます。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  ありがとうございます。ぜひその方向で継続していただきた

いというふうに思っております。 

 続きまして、２点目でありますが、外販者のサービスについてでありますが、答弁の中で、新

規の事業者につきましては、発足以来、半年足らずかなというふうに思うわけですが、その中で、

もう既にといいますか、２件の事例があったというような答弁であります。本町が支援している

外販車組合からの報告などは年間にどれくらいあるのかをお尋ねしたいと思いますが、これにつ

きましては補助金の対象は企画観光課なんですが、企画観光課長でよろしいですか。 

○議長（坂本 弘明議員）  企画観光課長。 
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○企画観光課長（山下 正弘課長）  外販車組合のほうに補助金を出しておりますのは企画観光課

でありますけれども、企画観光課のほうでは、実際にそういった今回の答弁にありますような事

案については聞いてはおりません。申し訳ありませんけれども、その辺りまでは聞いていないと

ころであります。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  聞いていないというか、把握していないというふうに理解し

たらよろしいんですか。はい、分かりました。 

 新しい事業者のほうでは事例が既にあったというようなことであります。そのことによってお

年寄りの尊い命が助かったということであれば、この事業は大変なありがたい事業だというふう

に思っておるわけですが、町として新規事業者との協力をしていただきたいというようなことで

ありますが、よその自治体では、外販者の皆さん方との連携協定なども結んでいる自治体もある

わけですが、そこまで、連携協定を結んだらどうかというところまではまだ考えていらっしゃら

ないのでしょうか。町長のほうにお伺いをいたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  御質問にありました上野・田原地区の買い物サービスについての事業

者はボランティアというか、自主的にやりたいというふうに申し出ていただいて大変ありがたい

なと思っているところですけれども、まだそこの連携協定というところまでは進んでおりません

ので、このような連絡体制を取るとか、さっきの報告のところも含めて、既にあります外販車組

合ともその辺りをこのような機会に改めて検討したいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  ぜひ、助かる命は助けてあげられるような連携協定を結んで

いただいて、町民の安全安心な生活につなげていただきたいというふうに思います。 

 次に、介護用品の支給と介護者への心身のケアということでお伺いをいたします。 

 令和３年度で５０名の方が利用されているというようなことでございます。介護者にとりまし

ては、実体験の公開講座や体験談の文集の発行などをしているというような答弁でありますが、

こういったことも最近はコロナ禍で思うように実施できていなかったんではないかというふうに

も思うわけですが、この５０名の利用されている中の介護者が、過去には参加者がどれくらいあ

ったのかをお知らせ願いたいと思います。これは福祉保険課長ですか。保健センター事務長お願

いします。 

○議長（坂本 弘明議員）  保健センター事務長。 
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○保健福祉総合センター事務長（興梠 晶彦事務長）  工藤博志議員の御質問にお答えします。 

 この公開講座等の参加でありますが、介護する方と、それから事業所等含めて参加をされてお

りますので、１回の開催につき約５０名程度であったというふうに聞いております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  参加者もそこそこにおられるようでございますが、介護者に

とりましては、四六時中目を離せない方や時間的な余裕のない方もいらっしゃいますし、また、

老老介護による疲れ等々で悲惨な事件に発展するケースも間々あるわけでございますが、以前か

ら予算決算委員会においてでも、介護者への支援策として支援金の支給等を要望した経緯がある

わけですが、その後、そういったことについての支援策はこれまでなかったわけですけれども、

その間にこれを検討されたことがあるのかないのかを保健センター事務長にお伺いいたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  保健センター事務長。 

○保健福祉総合センター事務長（興梠 晶彦事務長）  介護者や介護をされる、居宅で介護される

家族については、介護に係るものを買う費用を支援するための補助事業としまして、家族介護支

援事業、こちらのほうでの支援のみだというふうに認識しております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  これまで日用品、介護用品、それについての支給はもちろん

条例化されて支給されているのは重々分かっておりますが、支援金について協議をされたのかど

うかのお尋ねですが。 

○議長（坂本 弘明議員）  保健センター事務長。 

○保健福祉総合センター事務長（興梠 晶彦事務長）  支援金については、これまでには特には協

議のほうはやっておりません。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  手前みそになりますけれども、私自身も２人の両親を在宅介

護でみとりました。母親は介護、在宅介護で車椅子でしたけれども、十四、五年近く面倒を見た

ところであります。また、親父のほうは介護２程度だったというふうに思いますけれども、介護

認定は受けずに２人でみとったところであります。こういった例も町内には多々あるというふう

に思うわけですが、今回のコロナ禍でも施設介護や訪問介護者等にとっては支援策が打ち出され

ております。しかし、在宅介護者にとっては、今回のコロナの支援策にも何もないわけでありま

すが、このことについて町長はどう思われますか。 
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○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  支援策につきましては、家族介護支援事業の中で、介護用品券という

ことではありますけれども、なかなか財源の問題もありますので、どこまで充実できるかという

ところについては、まず財源のほう等を含めて検討する必要がろうかと思いますけれども、コロ

ナ対策ということで、そこでどのように負担が増えたのかというところも十分に検討する、精査

する必要があるかなというふうに思います。 

 また、新たな交付金等の中で対応ができるということであれば、これまでの部分も何かフォ

ローできるようなものの事業が立案できれば考えたいなというふうに思います。 

 いずれにしましても、今、社会福祉費が非常に伸びている。そこで固定的に支出するというと

ころについては慎重に検討が必要かなというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  いろいろな国・県の補助事業に絡んでの事業は積極的に町長

のほうでも取り組んでいただいておりますけれども、町単独の、やっぱり町長の裁量による生活

困窮者といいますか、そういった方々の支援も執行部のひらめきで私はやっていただきたいとい

うふうに思うわけです。そういった人たちの声がなかなか届かないのが今の現状ではないかとい

うふうにも思っております。そういった部分で、執行部の皆さん方にはそういった部分をただデ

スクの上で待っているだけではなくて、町内一円出向いてそういった声も聞いていただきたいと

いうふうに思うわけですが、それについては町長いかがでしょうか。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  町民の声を広く聞くというところについては引き続き取り組んでいき

たいと思います。社会福祉、非課税世帯で例えば困窮されている、例えば高齢者の方々だけで生

活をされているという世帯は非常に多いということでございますけれども、新たに今度、非課税

世帯に対する国の１０万円給付といったところも出てまいりますし、これまでも、これは全国民

でありますけれども、お一人１０万円といったところ、また、商品券の配布等を行ってまいりま

したが、それに加えて介護が必要な、介護されている方がどのように苦労されているかというと

ころも含めて、また声はしっかり聞いていきたいというふうに思います。 

 いずれにしましても、町単独でということになると、先ほども言いましたように、財源の問題

もありますし、そこら辺り固定的に費用負担が増えてくるということで、町の財政支出をどう抑

えていくかということと、総合的に考えたいというふうに思います。 

 現金支給に限らず、町として何ができるかということについては、また職員のほうでも声を聞

いて考えていくように、庁舎内で検討したいというふうに思います。 
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 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  よろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、農業の振興についてでありますが、町長の答弁では、本町は基幹産業は農業であ

るというようなことで答弁をされております。その中で、農業機械の高齢者の高齢農業者に対す

る個々の支援策はないかというようなことで質問をさせていただきましたが、今のところ、これ

については支援策は考えていないというような答弁でありましたが、そのように受け止めてよろ

しいでしょうか。町長、お願いします。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  今のところ、高齢農家に限っての単独事業というのは考えておりませ

ん。町としては、それを集落全体でフォローする、あるいは営農組合の中でフォローするような

形のそういった組織づくり、地域づくりのほうを優先をさせたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  そういうことであれば、これからの農業支援策といいますか、

農業の考え方として、農業振興の考え方として、個々に対する支援策は今のところ考えていませ

んよとか、あるいは、今後は集落営農、あるいはアグリヘルパーなどに委託されて農業を持続可

能にやっていただきたい。それから、今後はスマート農業による労力の軽減を図りたいというよ

うな、そういうＰＲといいますか、今後の農業の振興の在り方について、執行部として農家の皆

さん方にどのように発信されるのかを農林振興課長のほうにお伺いしたいと思います。 

○議長（坂本 弘明議員）  農林振興課長。 

○農林振興課長（佐藤 峰史課長）  工藤博志議員の御質問にお答えいたします。 

 どのように地域の方々に周知していくかということですが、今、人・農地プランの実質化とい

うことで、集落ごとにその地域の農地をどういうふうに守っていくかということで協議をしてい

ただいております。 

 今後も、人・農地プランの実質化を進めながら、広く周知しながら農業の振興のほうに向けて

いきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  我々議員は、町民の声を代弁してこうやって一般質問をする

わけですけれども、また、その答えを地域住民に届けるというのもまた我々の義務ではあるわけ

ですけれども、執行部も一緒になって、農業だけではありません、さっきの福祉の問題も全てで
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ありますけれども、一緒になって住民に今後も発信していただきたいというふうに思います。 

 続きまして、用水路の支援策であります。令和４年度に向けて土地改良区は統廃合されるとい

うことであります。このことにつきましては、町民皆さん、土地改良の会員の皆さん方は周知の

とおりだろうというふうに思いますが、小規模な水路、そういった部分についてのなかなか支援

策が今までにもなかったし、大変そういった方々も苦労されておるわけなんですが、今回、以前

ですけれども、世界農業遺産になった先祖代々から受け継いできております農地や山腹水路が、

その指定の対象になったわけであります。そういった部分で、水田は全て公平でなければいけま

せんし、土地改良とか大きな組織のみの支援策ではなくて、２人とか３人だけの小さな水路も支

援策をやっていただきたいというふうに思いますし、また、今度、土地改良区が一本化されるこ

とによって、これまで水路の管理費というようなことでメーター当たりの補助金も出ていたわけ

なんですが、そういったことについての継続はなされるのかを農地整備課長のほうにお伺いした

いと思います。 

○議長（坂本 弘明議員）  農地整備課長。 

○農地整備課長（江藤 武憲課長）  それでは、工藤博志議員の御質問にお答えしたいと思います。 

 今の御質問にありましたように土地改良区と小規模な水利組合等につきましては、現在のとこ

ろ格差がございますけども、先ほどの町長の答弁にもありましたように、中山間総合整備事業で

例えますと、地形的な条件が不利な地域を対象として実施する事業であったり、地元関係者の創

意工夫を反映しながら事業を進めることが可能でありますので、要件がそろえばそういったとこ

ろにも国の補助事業のほうにも載せていけるんじゃないかと思います。 

 あとは、地元の事業負担割合につきましても、来年度の行革ヒアリング等の中で協議させてい

ただきながら今後の対応を検討していきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  そうですね。ぜひ、そのようにしていただきたいというふう

に思っております。なかなか、費用対効果ということで答弁にもありましたけれども、そういっ

た部分では、土地を現状では水稲栽培とか水田作物ではなかなか費用対効果は得られないという

ふうに思うわけですが、しかし、やはり先祖代々続いた農地でありますので、それを守っていく

のは農家の皆さん方が頑張っていかなければならないわけです。そういった部分で高千穂町もい

ろんなところで「高千穂町は基幹産業は農業だ」というふうに言われるわけでありますので、農

業の支援策については今後も本腰を入れてやっていただきたいというふうに思うわけです。この

後、基盤整備についてもありますが、この本腰を入れてやっていただきたいという意味での、町

長の決意をお願いしたいと思いますが。 
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○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  御質問にお答えいたします。 

 これまでも基幹産業である農業を守るということについては、様々に国・県の事業についても

活用するよう町のほうでも知恵を絞って、どのように該当させるかということについてはしっか

りとやってきた思いがあります。また、世界農業遺産認定になりまして、認定５町村の圏域で共

に取り組む中山間地域整備事業につきましても、高千穂町、中心的な役割を果たしていきながら

取組をしているところでございます。そういうところについては、これまでもしっかりとやって

いきたいと思っております。 

 高齢農家に対して個別に支援するというとこはなかなか難しいと申し上げましたけれども、決

して農業を軽視しているというわけではなく、集落全体で農業を守っていく、そういったことに

ついて高千穂町はしっかり取り組んでいきつつ、農業の基盤をしっかり守っていきたいというふ

うに思っております。 

 これまで農業につきましては、例えば、ほかの事業体の皆さんからすると、農業はいろいろ補

助金が多くていいなというようなこともありますけれども、やはりそれは農業はしっかり守って

いかなければならないという町としての方針、郡内で一緒に取り組んでいるものもありますけれ

ども、こういったところについてはそういった御意見もありますけれども、しっかりと、基幹産

業である農業を守ることが大切だということを理解していただけるように、引き続き町としても

これから将来にわたって農業を継続できるような支援というのは、これまでどおり、またそれま

で以上に取り組んでいく覚悟であります。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  よろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、田畑の小規模な基盤整備についてであります。 

 答弁では、町内２地区において補助事業を活用し、さらに優先順位を決めて少しずつ進めてい

るというような答弁でありましたが、この地区については団体や数名の組織だろうというふうに

思うわけですが、どの地区で実施されておるのか、農地整備課長にお伺いいたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  農地整備課長。 

○農地整備課長（江藤 武憲課長）  それでは、御質問にお答えいたします。 

 現在、計画されておりますのは、上川登地区と上野地区の２地区となっております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  ありがとうございます。 
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 それはそれで進めていただくことがありがたいわけなんですが、私の今回の質問は、個人で、

個々で二筆を一筆にとか、あるいは三筆を一筆に、あるいは狭地の段差があるのを中畦を取った

りとか、そういった部分に対する基盤整備です。そういったものについての支援策はないかとい

う問いかけだったわけなんですけれども、こういったことについては農地整備課のほうでは考え

ていらっしゃらないのでしょうか。農地整備課長に伺いします。 

○議長（坂本 弘明議員）  農地整備課長。 

○農地整備課長（江藤 武憲課長）  御質問にお答えいたします。 

 今御質問のありました小規模な圃場整備等につきましては、先ほど答弁の中でもありましたよ

うに、県単補助事業の該当する箇所もあるかと思います。ただ、今まで要望があまりなかったこ

とから、事業負担の割合とかそういったものに対して現在検討されてきておりません。こういう

状況も踏まえながら、例えば、他の市町村の状況も参考にしつつ、農業者に不公平感が少しでも

生じないように今後検討していきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  これについては、ある地区で、事例ですけれども、集落協定

のほうで今支援策をやっている地区もあります。重機のリース代、オペレーター代、あるいは燃

料油、重機の運送賃等々です。結構な負担になりますので、そういった部分での集落協定からの

支援があっている地区もありますので、そういうのを活用されるのもいいかもしれませんけれど

も、若干、それでは事業として個人負担もかなりな金額になるというようなことで、その整備の

ほうをできない方々もおられるというような話も聞きますので、これもぜひ検討していただいて、

解決できるならそういった支援策もお願いしたいというふうに思います。 

 時間のほうも迫りましたので、最後の林道の維持管理についてでありますが、これにつきまし

ては、答弁でもありましたが、新規の開設林道については、規制緩和や施工法の改善により維持

管理がしやすくなった、崩れにくい設計になっているというような答弁でございましたが、私は、

既存の林道がそれなりに維持管理なされていないがために災害が発生した事例もあるのではない

か、というようなことでお尋ねをしたところであります。これからは予防保全的な管理シフトに

変えて林道整備を行うというような答弁でありましたが、既存の林道で集中豪雨や、そういった

ことで災害が発生する前に、予防的な立場で災害を防ぐような立場で林道の監視員と言いますか、

公民館にも現在お願いしてあるというようなことでありますけれども、路線ごとにそういった改

善箇所等々を報告していただけるような、監視員の配置をしたらというふうに思うわけです。こ

れの財源につきましては、森林環境譲与税等々を活用されてやったらいいのかなというふうに思

うわけですが、そういった構想は考えておられないのかを、農林振興課長のほうにお尋ねをした
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いというふうに思います。 

○議長（坂本 弘明議員）  農林振興課長。 

○農林振興課長（佐藤 峰史課長）  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 監視員等の配置ということですが、現在、今、林道係２名おりますが、定期的に林道パトロー

ルを行っております。その中で、側溝の詰まりとか落石等がありまして急々に対応しなければな

らないところについては、委託等で対応しているところであります。 

 監視員の配置につきまして、森林環境譲与税を充ててはどうかということの御質問であります

が、森林環境譲与税につきましては、未整備の森林を整備するための譲与税ということが基本に

なっておりまして、維持管理のほうにつきましては限られた部分でしか利用できないところもあ

りますので、今後そういうことができるかどうかは調査研究等してまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  ぜひ、森林に変わりはないわけですから、維持管理に使うの

もいい方向に進めていただきたいと思います。 

 それから、最近は森林の全伐もかなりそういった山の災害にもつながっているのではないかと

思っておりますので、植林から育林、造林までそういった部分でも、森林環境譲与税を使って山

を守る方策を考えていただきたいというふうにも思います。 

 このことについては、またこの後、藤田議員のほうからも質問があるようでございますので、

私のほうからは以上で質問を終わらせていただきますが、今回いろいろと提案をさせていただき

ましたが、令和４年度に向けて、また１つでも解決できることがあればありがたいなというふう

に思っております。 

 今後ともどうぞよろしくお願いいたしまして、質問を終わらせていただきます。ありがとうご

ざいました。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（坂本 弘明議員）  ここで、１１時１０分まで休憩します。 

午前10時59分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時10分再開 

○議長（坂本 弘明議員）  次に、本願和茂議員の質問を許します。 

 質問席に登壇願います。 

○議員（７番 本願 和茂議員）  それでは、通告に従いまして、一般質問のほうをさせていただ

きます。 



- 17 - 

 件名は、町長のマニフェスト達成及び進捗状況についてであります。 

 内倉信吾町長から甲斐宗之町長に町政のかじ取り役が変わって３年が経過しようとしておりま

す。来年には、町長選挙もあることから町長の政治姿勢と選挙公約（マニフェスト）の達成状況

と進捗状況を改めて伺います。 

 １点目が、新規就農支援対策、農産品ブランド化、ふるさと納税を活用した農産物ＰＲ、６次

産業化支援による所得向上、農泊推進による地域活性化といった農林業振興について。 

 ２点目、賑わいのある市街地づくり、駐車場確保対策と有料化、統一感のある通りの再生、空

き店舗の活用、若者の発想を生かしたまちづくり会社の創設といった市街地の賑わいづくりと商

店街の活性化は。 

 ３、ＳＮＳ活用による情報発信力強化、新たな観光資源創出による周遊型観光地づくり、主要

観光地駐車場有料化による観光地整備財源の確保、サイクルツーリズムの推進、森林公園整備・

アウトドアスポーツイベント開催、トップセールスによる誘客プロモーション展開といった観光

振興について。 

 ４点目、新規就農と移住を組み合わせた移住支援システム構築、移住者ネットワーク構築と活

動支援、移住・定住促進協議会の機能強化、空き家対策といった移住・定住対策の充実強化につ

いて。 

 ５点目、町道の利便性向上、ふれあいバスの利便性向上、阿蘇くまもと空港からの交通アクセ

スの充実といった交通インフラの整備・充実について。 

 ６点目、安心して遊ばせられる公園整備と大規模遊具設置、連携型中高一貫教育校化、地域に

自信と誇りを持てる子供の育成、結婚支援策といった少子化対策・子育て支援・教育の充実につ

いて。 

 ７点目、岩戸中学校跡地の有効活用と整備、地域包括ケアシステムの確立、常勤医師確保取組

の強化といった医療・福祉の充実について。 

 ８、消防団員の確保と消防資機材充実、伝統文化保存会等に対する活動支援充実、夜神楽の世

界文化遺産登録、多目的文化ホールの新設といった地域活動・文化的活動に対する支援充実につ

いて。 

 ９点目、ふるさと納税事務外部委託化による寄附財源増額、公園整備費協力金取組、温泉等不

採算施設の外部委託化、多施設への転用といった健全な財政運営と財源の確保対策強化について。 

 １０点目、専門職員の配置（専門員制度の運用）、職員の事業提案制度の充実と適正な運用、

事務効率化のための組織再編といった役場職員の事務事業効率化について。 

 以上１０点、就任前と現在では、どのように変わったのか、伺います。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長、登壇願います。 
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○町長（甲斐 宗之町長）  それでは、本願和茂議員のマニフェスト達成及び進捗状況についての

御質問にお答えをいたします。 

 まず１番目の農林業振興についての御質問ですが、新規就農支援対策については、中山間地域

の大きな課題である担い手の確保について、解決の糸口を探る状態が長年続いておりましたが、

令和２年度に新規就農支援プロジェクトグループ会議を立ち上げ、意欲ある新規就農者を募り、

就農前に産地技術を習得させ、町内での就農及び定住につなげる支援パッケージの構築を行い、

令和４年度より高千穂ファーマーズスクールを開講いたします。現在、要綱等の最終的な詰めの

協議を行っており、４月の開講を目指してまいります。 

 次に、農産品のブランド化につきましては、特に高千穂牛、釜炒り茶、ラナンキュラス、原木

しいたけ、棚田で栽培されるお米等は、本町を代表する作物で高いブランド力を持っており、こ

れまでに取り組んできた特徴ある商品づくり、信頼される産地づくり、安定的な取引づくりの

３つの取組を基礎として、商品力や地産力の向上、販売体制の強化に努めており、新たなブラン

ド品目として、リンドウの生産を開始しており、市場より好評価を得ております。 

 次に、ふるさと納税を活用した農産物ＰＲにつきましては、世界農業遺産やユネスコエコパー

ク推進事業を通して農産物のＰＲを実施しております。 

 次に、６次産業化支援については、高千穂町農産物加工連携会議主催による研修会等への参加

を広く呼びかけ、取組事例の発表や様々な研修を行い、学んでいただいて農産加工への取組の啓

発と意欲ある人材やグループを掌握し、それぞれのレベルにあった支援策を関係機関と連携して

講じており、消費者のニーズを念頭に置いた、より質の高い高千穂ブランドの開発に取り組んで

おり、本年度は新たに一事業者の農産物加工連携会議への加入がありました。今後も引き続き農

林業の振興に努めてまいります。 

 次に、２番目の市街地の賑わいづくりと商店街の活性化についての御質問ですが、賑わいのあ

る市街地づくり、駐車場確保対策と有料化、統一感のある通りの再生については、灯篭のある三

田井中心部の歩道整備や継続して行っております岩戸門前町の整備を中心に、地域住民を交えた

ワークショップを開催する等、引き続き、人が集まる仕掛けを作るべく取り組んでまいります。 

 先日、行いました高千穂峡を中心とした交通体系の社会実験につきましても、高千穂峡だけで

なく、できるだけ市街地にも人の流れをつくりたいとの実験でもありました。今回の検証を基に

来年のゴールデンウイークにも行う予定にしております。 

 次に、空き店舗の活用につきましては、なかなか進まない状況ではありますが、商工会とも連

携しながら対応を検討したいと考えております。 

 今後、空き店舗をつくらないという意味では、事業承継にも着目し、先日はクラウド継業プラ

ットフォーム（ｒｅｌａｙ）を運営するライトライトという会社と商工会と町の３者で協定を結
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び、事業承継につきましても情報をオープンにしながら、町内事業所の維持に努めたいと考えて

おります。 

 また、まちづくり会社につきましては、既にまちづくり公社設立検討委員会を立ち上げ、商工

会長を会長に来年度の発足に向けて協議を行っているところでございます。 

 次に、３番目の観光振興についての御質問ですが、ＳＮＳの活用については、現状では一番有

効な手段でありますので、積極的に活用をしたいと考えております。 

 既にフェイスブックなどでの情報発信も行っておりますが、町公式ＬＩＮＥの活用についても、

現在９００人ほどの登録ですので、まずはこの登録者数を増やす努力をしながら、情報発信に努

めてまいります。 

 次に、新たな観光資源創出による周遊型観光地づくりにつきましては、現在検討中の鉄道公園

化に合わせ、形をつくっていきたいと考えております。 

 次に、駐車場有料化による財源の確保につきましては、先日社会実験を行いましたが、高千穂

峡周辺でのパークアンドライドの形を実現させ、その中で料金徴収をしながら財源確保に努めた

いと存じます。また、臨時駐車場においても料金徴収ができるように条例も改正したところでご

ざいます。 

 サイクルツーリズムの推進、森林公園整備、アウトドアスポーツイベント開催、トップセール

スによる誘客プロモーション展開等につきましては、ここ２年間ほどはコロナの影響もあり、ほ

とんど動きができていないこともありますが、鉄道公園化構想の中でも一部内容を盛り込んで検

討してまいりたいと存じます。 

 サイクルツーリズムにつきましては、今はリースでの形で試験的に岩戸のあまてらす館に電動

アシスト自転車を配置するなどして状況を見ているところでございます。 

 次に、４番目の移住・定住対策の充実強化についての御質問ですが、新規就農と移住を組み合

わせた移住システム構築につきましては、来年４月から町外在住者を対象とした就農研修制度で

ある高千穂ファーマーズスクールを開講いたします。既に現在１名の申込みを頂いております。 

 移住者ネットワーク構築と活動支援については、委託事業の中で移住者交流会などを実施しな

がら、移住後のケアも行っています。 

 空き家対策については、委託先の一滴の会と町との連名でのチラシを配布するなど、町の施策

として空き家対策を行っていることもアピールをしながら、他の自治体の例も参考にしながら

様々に検討しているところでございます。 

 次に、５番目の交通インフラの整備・充実についての御質問ですが、大きく利便性が高まった

と言えば、就任前から工事が進んでおりました九州中央自動車道高千穂日之影道路が全線開通し

たことと、要望を重ねてまいりました同自動車道の五ケ瀬高千穂道路に続き、蘇陽五ケ瀬道路、
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今年度は高千穂雲海橋道路、熊本県境から本町、日之影町まで全てが事業化区間となり、着実に

道路網の整備が進んでいると感じております。 

 なお、先週末に決定したことですが、年明けの１月１５日に高千穂雲海橋道路の中心杭打ち式

が管理センターにて行われます。また、年度内には五ケ瀬高千穂道路の着工式が五ケ瀬町で計画

中でございます。 

 町内産業の経済的な活性化とともに、防災機能、救急医療アクセス向上、広域観光ルートの形

成による観光振興につながるものであり、沿線自治体、団体関係者とさらなる要望活動が必要で

あると考えております。 

 また、町民の方々の生活道路となる町道の利便性の向上につきましては、公民館を通じて要望

を取りまとめ、緊急性の高いものについては早急な対応を行い、通常維持工事においては、地元

による道路清掃作業等の負担軽減になるよう管理しやすい町道整備にも力を入れているところで

あります。また、補助事業に取り組めるもののほか、単独事業で部分的な改良にも取り組んでい

るところであります。 

 次に、ふれあいバスの利便性向上につきましては、路線の見直しをしつつも、利用者の増加が

見込めない路線につきましては、新たな公共交通網としてタクシーを利用する仕組みを検討して

いるところでございます。今後も、より町民の皆様に利用しやすい形態を検討してまいります。 

 次に、阿蘇くまもと空港からの交通アクセスにつきましては、公共交通としては、熊本駅から

阿蘇くまもと空港を経由し、延岡駅までの間を１日２便運行する、現在１便運休中でありますが、

「たかちほ号」がございます。今後、観光客の皆様に対しての利便性と費用対効果などを勘案し

ながら新たな策を検討したいと考えております。 

 次に、安心して遊ばせられる公園整備と大規模遊具設置、連携型中高一貫教育校化、地域に自

信と誇りを持てる子供の教育、結婚支援策といった少子化対策・子育て支援・教育の充実につい

ての御質問でありますが、初めに、安心して遊ばせられる公園整備につきましては、中央児童遊

園、ＪＡ本所上の通称城山公園の整備を進めております。 

 就任後の令和元年より、保育園や認定こども園、町区・神殿公民館の皆様に対し、整備に関す

るアンケート調査を実施させていただき、令和２年度整備に関する検討委員会、令和３年度から

整備に着手し、令和４年度には完了する方向で検討しております。 

 大規模遊具設置につきましては、別の場所で高速道路等の残土処理等の状況を確認しながら、

適切な時期に検討したいと考えております。 

 次に、連携型中高一貫教育、地域に自信と誇りを持てる子供の育成、教育の充実についての御

質問にお答えいたします。 

 連携型中高一貫校化については、当初、高校の校舎の中に学校を移転する構想でありましたが、
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高千穂高校、また県教委に相談する中では、実現に向けて様々な課題があることが分かり、現時

点では実現が困難だと考えております。 

 これまでも、教師間の相互参観や研修等で連携が図られており、高校にラボができて中学生授

業やその他の活動での活用を始めております。今後、ＧＩＧＡスクール構想の進展に伴ってオン

ラインでの取組が増えれば、さらに連携が進んでくると思われます。 

 次に、地域に自信と誇りを持てる子供の育成についてですが、学校では、総合的な学習の時間

などを中心に地域学習を展開しています。課題として感じていることは、地域の大人が自信と誇

りを持たなければ子供には根づかないということです。子供だけでなく、地域や各家庭において

大人に再認識してもらう機会を設けることが必要であると考えております。 

 次に、結婚支援策につきましては、本年度より出会い創出支援事業を飲食店組合の御協力によ

り実施しており、おかげさまで大変盛況であることから、予算枠を使い果たした状況であります。

今後は来年度に向けまして事業効果の検証を行ってまいります。 

 次に、子育て支援につきましては、就任直後の平成３１年４月から子育て支援金の支給対象を

第１子からに拡大をし、第４子以降、増額を行わせていただくなど、少子化対策と併せてマニフ

ェストを実行させていただきました。 

 次に、７番目の岩戸中学校跡地の有効活用と整備、地域包括ケアシステムの確立、常勤医師確

保の取組の強化といった、医療・福祉の充実についての御質問でありますが、初めに岩戸中学校

跡地の有効活用と整備につきましては、グラウンドの一部に平成３１年４月から天岩戸保育園を

移転し、残りの部分は保育園や地元消防団による操法訓練、地域の方々によるグラウンドゴルフ、

ソフトボール、陸上、運動会などに御活用いただいております。 

 体育館につきましても、バレーボールやバスケット、室内サッカー、フットサルなど、公民館

の皆様や保育園等により御活用いただいておりますので、当面は今の形で御活用いただきたいと

存じます。 

 地域包括ケアシステムの確立につきましては、平成３１年より自立支援型ケア会議を保健セン

ターげんき荘内に設置し、ケアマネジャーが担当している方々を、保健師、管理栄養士、薬剤師、

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士が専門職の目から見たアドバイスを行うなどの会議を行い、

きめ細やかなサービスにつなげております。 

 常勤医師確保の取組強化といった医療・福祉の充実につきましては、令和元年１０月より、西

臼杵３公立病院の統合再編のための問題点洗い出しからスタートをし、令和２年６月、五ケ瀬、

日之影、各町長のお考えもお聞きし、統合再編の合意を頂き、令和３年４月からは、西臼杵地域

公立病院統合再編準備室を設置いたしました。 

 今後は、常勤医師の確保をはじめ、公立病院の適正運営と将来にわたり運営継続ができるよう、
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令和６年４月からの統合再編による運営のために努力をしてまいりたいと考えております。 

 次に、８番目の消防団員の確保と消防機材の充実、地域活動・文化的活動に対する支援につい

ての御質問ですが、まず消防団員数について、就任直後は５１８名でありましたが、本年３月

３１日現在で４７３名となっております。退団者に対し、新たに入団される方で欠員の補充がで

きていないのが現状であります。部の編成にも影響が生じており、現在、消防団幹部会において、

部の編成見直しの協議を進めていただいているところであります。 

 少子化の影響により、若者の人口そのものが減少していることが最大の原因であり、即効性の

ある方策は難しいところでありますが、報酬額の見直しや操法大会の内容等を検討し、団員の確

保につなげてまいりたいと存じます。 

 次に、消防機材につきましては、この３年間でポンプ車２台、積載車４台を更新し、地権者各

位の御協力の下、防火水槽を４基設置しております。今後も各団からの要望に応え、現場での活

動に支障のないよう機材や装備品の充実に努めてまいりたいと存じます。 

 次に、伝統文化保存会等に対する活動支援につきましては、これまでも支援を継続しておりま

すが、各保存会の活動状況等を勘案しながら必要な支援を行ってまいりたいと考えております。 

 また、多目的ホールの新設につきましては、町の立地適正化計画に沿って、庁内での協議、関

係課と調整を取りながら検討してまいりたいと考えております。 

 次に、神楽のユネスコの世界無形文化遺産への登録については、一般社団法人・高千穂町観光

協会が事務局となって、九州神楽ネットワーク協議会、これは高千穂神社の後藤俊彦宮司が会長

でございますが、それを組織し、国への陳情を行っております。 

 宮崎県教育委員会文化財課では、みやざきの神楽連絡協議会を行政担当者と県内２０５の神楽

保存会代表者とで組織しようと計画をしており、１１月２５日に文化財担当者の会議を行ってお

ります。 

 令和２年度に続いて令和３年度の地区での夜神楽も、神事のみ、または規模縮小して開催する

地区が多く、一部でネット配信を行った例もありますが、今までのように夜神楽が実施できない

ことによる伝承への危機感が高まっていると伺っております。 

 国文祭・芸文祭関連の高千穂夜神楽御祭が１０月１７日に高千穂神社神楽殿で開催をされ、福

岡県の豊前神楽と熊本県の球磨神楽をはじめ、町内各地区の代表的な神楽の公演がありました。

コロナ禍での厳しい状況での開催でしたが、ほかの自治体が開催を取りやめる中で、本町で開催

ができたことは、ユネスコ無形文化遺産登録に向けても大きな意味を持ち、大変喜ばしいことと

思っております。 

 なお、２月１１日には、高千穂神社神楽殿で、子ども神楽のイベントも計画をされております。 

 次に、９番目の健全な財政運営と財源の確保対策についての御質問ですが、ふるさと納税業者
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の外部委託先として、まちづくり公社の設立準備を進めております。まちづくり公社で専門的に

ふるさと納税のＰＲや商品開発に取り組むことにより、寄附額の増加を図ることとしております。 

 次に、公園整備費協力金につきましては、高千穂峡遊歩道の料金収入は、高千穂峡以外の駐車

場の有料化と併せて検討しており、今後は交通計画の検討とも併せて進めてまいります。 

 次に、温泉等の不採算施設の外部委託化、転用については、高千穂の湯の閉鎖に伴い、施設・

跡地利用の検討を行っているところでございます。 

 次に、財政状況につきましては、起債残高は就任前と比べて横ばい、基金については財政調整

基金が減少傾向ですが、その他の基金が増額しており、基金総額については、ほぼ横ばいとなっ

ております。また実質単年度収支は赤字が続いておりますが、財政健全化判断比率は、健全な範

囲で推移しているところでございます。 

 最後に、１０番目の職員の事務事業効率化についての御質問ですが、まず、専門職員につきま

しては、２年度より、西臼杵子ども・障害者ネットワークセンターに専門相談員、臨床心理士を

それぞれ１名、本年度より再任用制度により建設課に１名配置をしております。 

 また、専門員制度という形でなくても、専門的知見、また能力のある職員については、通常よ

りも長くその部署に在籍させるなど、異動を考慮しているところでございます。今後も専門的な

知見を必要とする業務について、専門職の配置について検討をしてまいりたいと考えております。 

 職員の事業提案制度につきましては、令和２年度、３年度に実施をしまして、令和２年度は、

政策提案の部に５名２グループ８件、改善提案の部に６名９件、３年度は政策提案の部に３名

７件、改善提案の部に４名４件の応募がありました。 

 予備審査を経たプレゼンテーションでは、日常の業務で改善すべき点や新たな視点からの発想

で、町民サービスの充実につながる政策を提案していただき、各人の業務に対する意識の高さと

熱意を感じ、非常に頼もしく思ったところです。 

 結果、２年度、３年度から１件ずつ採用し、実際の業務に取り入れ、効率化を図っております。

来年度以降もこの提案制度を実施し、職員の意欲向上を図ってまいりたいと考えております。 

 次に、組織の再編でありますが、この３年間では課の統合や新設は行っておりませんが、総合

政策室を３年度から課へ昇格させ、今後の町の事業について、長期総合計画や総合戦略及び過疎

地域持続的発展計画との整合性や、進捗状況を含めた総合的な施策の調整を行うための体制を整

えたところであります。 

 今後、事務事業の効率化については、行革ヒアリングでの聴取や職員提案制度を活用しながら、

必要に応じ、随時見直しを図ってまいりたいと考えております。 

 以上、少々長くなりましたが、答弁とさせていただきます。 

○議長（坂本 弘明議員）  本願和茂議員。 
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○議員（７番 本願 和茂議員）  まずもって、通告内容が多岐にわたっていたにもかかわらず、

明快な答弁かつコンパクトにまとめていただき、ありがたく思うとともに、再質問ができること

にほっとしております。 

 本来なら、この後、出馬の意向を聞いてもよいのかもしれませんが、今回はマニフェストの達

成状況と進捗状況に焦点を絞って、いま一度町民に町長の選挙公約を思い出していただき、町政

が確実に前進していることの確認をしてもらうことが重要だと捉えて質問をしました。 

 同時期に知事選挙も執行されるかと思いますが、コロナ禍の知事の手腕が評価される一方で、

残りの任期の仕事ぶりで評価が変わるなどの厳しい判断も見受けられるため、任期を１年近く残

した段階では、進退の表明は時期尚早なのかもしれません。 

 しかし、町長の答弁内容は、前進し続けるであろうというものでありましたから、それに沿っ

て再質問を行っていきたいと思います。 

 まず初めに、新規就農者の支援対策と移住・定住対策の充実強化の答弁では、町外在住者１名

が高千穂ファーマーズスクールに申込みがあるとのことでした。本町においても、町単独で営農

継続補助金、新規就農者の支援をしておりますが、農水省は、来年度から担い手育成策を刷新す

るとしております。 

 現行制度の内容は、４９歳以下の新規就農者へ、５年をかけて最大６９０万円を支援するとい

ったものであります。その支援策を次年度からは、機械やトラックなどの初期投資に十分な対応

ができるようにと、１,０００万円を一括して受け取ることが可能になるようであります。 

 しかし、１１月の時点では、これまで国が全額負担してきたものを、国と地方自治体で折半に

なるとの情報でありました。その後いろいろ調べましたが、情報がつかめておりません。まだ確

定しているのかも分かりませんが、農林振興課のほうで把握しておれば、把握している範囲で構

いません。伺いたいと思います。農林振興課長。 

○議長（坂本 弘明議員）  農林振興課長。 

○農林振興課長（佐藤 峰史課長）  ただいまの御質問ですが、農林振興課としても同じような状

況で、まだ把握はしておりません。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  本願和茂議員。 

○議員（７番 本願 和茂議員）  町単独でも様々な支援をしておりますので、重複してくる部分

もあるかと思いますが、ハードルも高くなると思いますので、しっかり町は町独自で、今後も新

規就農者の支援をしていただきたいと考えております。 

 財政面でその支援を拡充し続けるということは、そうたやすいものではないと私も思っており

ます。今後は、ＪＡと、支援策自体の立案はもとより、財源の確保、そういった部分も共有して、
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しっかり視野に入れて取り組むことが重要だと思いますが、町長はどのようにお考えか、伺いた

いと思います。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  そうですね、農業者の支援として、財政的な負担だけすればいいとい

うものではないというふうに私も認識をしております。やはりいかに知恵を出すかというのが大

事だと思っておりますので、ＪＡとも意思疎通は十分に行っておりますけれども、やはり現場が

求めるその支援策というところですね。それと施策に反映させるということはしっかり取り組ん

でまいりたいと思います。 

 また、この高千穂ファーマーズスクールを立上げということは、新規就農者を確保したいとい

うこと、そして移住とつなげたような形での支援をしたいということでございます。ただ、機械

の導入費用などだけではなくて、技術的な面をバックアップしたい。しっかり独り立ちができる

まで面倒を見たいというふうに考えております。 

 また、農産物の価格が上がらないと、流通がうまくいかなければ当然所得が上がってこないと

思っておりますので、そこら辺り、今一連の中で触れましたけれども、高千穂まちづくり公社、

そういったところが様々ないろんな業態が持っている課題解決を、課題をいろんな団体が共有し

て、共に取り組んでいくそのかじ取り役というか、その中心的になってくる組織としてうまく機

能するように取り組んでいきたい。その中に農産品のブランド価値を上げていく、そして所得を

上げていく、そして新規就農につながるといった流れをうまくつくり出していくことができれば

と今考えているところです。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  本願和茂議員。 

○議員（７番 本願 和茂議員）  そうですね、実際にそのＪＡ独自で新規就農者への支援を行っ

ている地区は、かなりたくさん見受けられます。引き続き、その連携する部分と、その町独自で

支援する部分、そしてＪＡ独自で支援する部分の線引きを確実に行ってもらって、限られた財源

を有効に活用するとともに、新たな事業等に充当できるように取り組んでいただければなと思っ

ております。 

 たくさん通告して質問があるんですけれども、この後、ほかの議員の方も触れられる部分もあ

ると思いますので、何件かに絞って再質問をしていきたいと思います。 

 次に、ふるさと納税を活用した農産物のＰＲについて、再度伺いたいと思います。 

 健全な財政運営と財源の確保対策の答弁で触れられた、まちづくり公社の設立が大きな役割を

担うとともに、かぎを握るものと考えております。 

 まちづくり公社設立後は、寄附額の増と農産物のＰＲが見込めるものだと確信はしていますが、
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過信は失敗の元であり、都農町のようにキャパを見極めきれなければ、総務省が定めた寄附額の

３０％以下の地場産品といった基準に抵触する事態を招きかねません。 

 本町においては、伸び代は果てしなくあると思いますが、目標とする寄附額に対応できる人員

と供給体制確保が達成への必須条件になってくるかと思います。 

 町長は、ふるさと納税の寄附額を現状からどの程度増額したいと考えられているのか、具体的

に目標とする額があるならば、お聞かせください。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  ここで目標を明言するというのは、なかなか難しいところではありま

すけれども、確実に伸ばしていきたいというところしか、まだ言えませんけれども、私どもがま

ちづくり公社の参考としております熊本県の南小国町であるとか、そこら辺りは、３年ほどで

１０億を超えるというようなことがございましたが、大きな目標としては、そこに目標を置きた

いと、まずは思っておりますけれども、いつまでにというところについては、まだ始めてみない

と分からないというところでございます。 

 また、人員体制につきましては、しっかりそこで収益を上げて、そこで雇用できる人数を定め

ていきたいと思っております。 

 事業の進み具合と、それによる収益、そこを比例するものだと思いますけれども、しっかり雇

用がそこで確保できるように収益を上げていく、これを目標に頑張っていきたい、そのように今

のところ思っております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  本願和茂議員。 

○議員（７番 本願 和茂議員）  その自主財源が乏しい地方自治体が取り組むふるさと納税の最

終目的は、やはり町民の生活環境をよくする様々な支援や施策や支援策の財源に充当するためだ

と思っております。しかし、財源確保ばかり先行すると、先ほど話したような危ない橋を渡って

いることにも気づかない事態になりかねないかと思いますので、地場産品のＰＲを最優先に考え

て、ふるさと納税事業に取り組めば、おのずと寄附額が増え、対応に苦慮する事態が軽減される

のではないかと思います。 

 本町の農畜産物及び地場産品は、ああいったのを私が自信を持ってお薦めできるものばかりで

ありますから、引き続き、慎重かつ積極的に事業を推進していただきたいと思います。 

 次に、駐車場有料化による財源確保について再度伺いたいと思います。 

 高千穂峡でのパークアンドライドの形を実現させ、その中で料金徴収をしながら財源確保に努

めたいとの答弁でありました。交通体系の社会実験結果を基に、今後の交通計画の中で駐車場の

有料化も固まりだすのかと思いますが、先日、農林議員研修で視察した大分県の九重”夢”吊大
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橋の施設駐車場は無料でありました。 

 たった１５年で約１,２００万人を誘客した観光スポットであるにもかかわらず、駐車場料金

を徴収しない理由は何なのか聞いたところ、売店に地場産品を持ち込む地域住民が頻繁に駐車場

を利用するためとのことでありました。実際は橋の入場料を高めに設定しているのかもしれませ

んが、地域住民が無料で通過できる仕組みさえつくっておけばいいだけのことでありまして、駐

車場料金として仮に１００円徴収していれば、１２億円の収入があったであろうに非常に惜しい

なと思いました。 

 観光名所の駐車場有料化は、決して観光客に対して不親切な対応ではなく、訪れた観光客の期

待を裏切らないために、環境維持をする財源確保と捉えて徴収すべきだと私は思います。観光ス

ポットに近くなれば高く、離れれば安くなるといった考えで、今後の有料化を進めるべきだと思

いますが、町長に再度伺いたいと思います。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  本願議員の御質問にお答えいたします。 

 駐車場の有料化は、私はぜひやりたいと思っています。もちろん地元の方は、パスポートとい

いますか、それを持っていれば無料で使えるというふうに考えております。 

 例えば、神社等に行きましても、他県の神社等に行けば、ゲートがあったりして料金徴収をさ

れます。観光で行ったときに、例えば１００円、２００円の駐車場代を取られたとしても、観光

のときはそういうものだというふうに私自身は思います。例えば他県から来られたときに、逆に、

ここは無料ですか本当に、と言われたりする事例もあると聞いております。そこをゲートを設け

るような形にするか、今はカメラ、ＡＩも付いて、ナンバー読み取りによって対応できるという

こともありますので、地元登録者は、例えばゲートだったら、その専用カードを通せば無料で通

過できるとか、あるいは登録ナンバーによっては、もう取らないとか、そういった対応も可能で

あると思っておりますので、そのように考えます。 

 うちの場合、駐車場代をどのように取るかというふうな考えの中で、例えばパークアンドライ

ド時のバスに乗るときに、そのちょっと関連ですけど、高千穂峡のその入域料というか、そうい

った分まで含めて徴収させていただくということも考えておりますし、いずれにしても高千穂の

観光については、お金もうけというか、地域にお金を落としてもらう仕組みというところがまだ

まだ可能性もありながらも、うまくできていないというところでありますので、その可能性があ

るということについて、しっかり町として観光で財源を確保する施策については、駐車場の有料

化も含め、積極的に前向きに考えていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  本願和茂議員。 
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○議員（７番 本願 和茂議員）  ぜひ前向きに推進していただきたいと思います。 

 次に、地域にその自信と誇りを持てる子供の教育について、再度伺いたいと思います。 

 答弁では、課題として地域の大人が自信と誇りを持たなければ、子供には根づかない、子供だ

けでなく、地域や各家庭において大人に再認識してもらう機会を設けることが必要であるとの答

弁でありました。私自身も共感できる答弁の内容でありました。 

 大学や専門学校へ進学する場合は、近場であっても郡外に出る必要があるため、生まれ育った

地域を離れなければならないことは理解できますが、就職については大人も子供も各家庭でもう

少し考える必要があるのではないかと思います。 

 町内、郡内、県北にある職種であっても、遠方の就職先を選ぶ生徒、それを容認する親の姿が

見受けられることは、私は残念でなりません。致し方ないケースもあるのかもしれませんが、学

業を終えた後に生まれ育った地域での生活や営みがあってこその高千穂高校魅力向上推進存続で

はないかと私は思います。 

 いずれ大人になる、親となる子供たちが地域に自信と誇りが持てる教育は、既にさまざま取り

組んできていることは子育て世代の議員として十分理解していますが、今後はどういった教育が

必要で望ましいのか、またどういった機会を設けて大人に再認識させるのか、この点については

まず教育長に伺いたいと思います。 

○議長（坂本 弘明議員）  教育長。 

○教育長（戸敷 二郎教育長）  本願議員の御質問にお答えしたいと思います。 

 町長の答弁にもございましたように、まず子供たちは、平成１２年だったと思いますが総合的

な学習の時間というのが学習指導用要領に入ってまいりまして、もう２０年経過をしております。

これ、小学校も中学校も必ず地域を知るという柱の中に必ずそれを位置づけて、学習をもう

２０年近く続けてきております。当然、学校だけでは完結いたしませんので、地域のいろんな指

導者の方々、それからＪＡの青年部の方々、それから役場の各課の皆さん、文化伝統の保存会の

皆様、そういった方たちから御指導を受けながら、もう２０年近く続いて、現在もこの総合的な

学習の時間を活用しながら地域に自信と誇りを持つ子供の育成は続けておるところです。 

 答弁にもありました課題として感じていることということで、まず地域の大人がというふうに

答弁させていただいておりますけども、この点については具体的に、よく私たち大人は子供に

「自信と誇り持て」と言うんですけども、具体的に何なんだというところについて逆に私たちの

ほうから大人の方に何ですかと、なかなか具体性がない。そこで一番具体性があって、きちんと

網羅しているのがＧＩＡＨＳだというふうに思います。先ほどから、基幹産業である農業だけで

はなくて、ＧＩＡＨＳの中には神楽等も含まれておりますので、それがもう６年目、認定されて

６年目。少しずつ学校のほうでも、このＧＩＡＨＳを題材に総合の時間をしております。ですか
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ら、子供たちはかなりこのＧＩＡＨＳについて理解をしておりますし、誇りも感じ始めていると

ころではあります。 

 一番の課題のところですが、ではＧＩＡＨＳについて地域の大人、私の立場から言うとまず教

職員が一番子供に近いとこにいるんですけども、ＧＩＡＨＳについて理解できていない。そして、

御家族、御両親であったり、地域の方たちもいま一つＧＩＡＨＳというものについて御理解され

ている方とそうでない方。私、御理解されてない方については非常に理解ができるんですけども、

ＧＩＡＨＳの認定基準が５つございますけども、あまりにも当たり前過ぎて、昔から連綿と続い

ていることが評価されて、当たり前だ、何でそれがすごいんだという感覚がおありだというふう

に思います。先日、議員さんたちにもお話しさせていただきましたが、役目というような形で連

綿と続けられていること、実はそれがすごいことであったということを、このＧＩＡＨＳが教え

てくれたわけですけども、そこにもう一度大人の方が気づいていただくというところ、具体的に

は今、高校生がＧＩＡＨＳアカデミーで小中学校に出前授業を一生懸命してくれておりますが、

私の頭の中では、このＧＩＡＨＳアカデミーの子供、生徒さんに、大人に対してもそういう場を

設けていただいて、改めて具体的な誇りとしての一つのＧＩＡＨＳを柱とした具体的な誇りを認

識していただければ、この間の議会のお話でもしましたけども、こんなすばらしいところはない

と、最後にお話しした子供が、親が夢を語っていたのですばらしい子供ができたという話で終わ

りましたけども、そういったとこに近づけていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（坂本 弘明議員）  本願和茂議員。 

○議員（７番 本願 和茂議員）  子供たちにはだいぶ浸透してきたのかなと、ＧＩＡＨＳ教育活

動です。あと、大人にはなかなかそういう場面がないので、今後、その家庭教育学級とか青少協

の講演会等も各地域でありますので、そういった場面で我々大人に対しても、ＧＩＡＨＳの活動

をしっかり植え付けていただければ、もっと愛町心、愛郷心が再度沸き上がってくるのかなと思

いますので、ぜひ検討してみてください。 

 次に、消防団員の確保について再度伺います。 

 現在見直しを進めている部の編成とともに、消防団活動を補完する機能別消防団制度も取り組

む必要があるかと思います。五ヶ瀬町では実際に消防団ＯＢ９６人の体制でスタートしたとの情

報を得ています。本町は、私が６月議会で質問をしてから機能別消防団ですね、ＯＢの方に加勢

をしてもらってする組織について検討されたのかどうか、この点は総務課長に伺いたいと思いま

す。 

○議長（坂本 弘明議員）  総務課長。 

○総務課長（佐藤 英次課長）  本願議員の御質問にお答えいたします。 
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 このことにつきましては具体的に、消防係のほうと私のほうで、ちょっとそのことについて具

体的な話をしたことはございません。もしかしたら、幹部会等でそういう話が出たのかもしれま

せんけれども、正式にはまだ検討するところまでは至っておりません。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  本願和茂議員。 

○議員（７番 本願 和茂議員）  本町においてはまだ五ヶ瀬町よりも団員数も多いということで、

まだそういう段階ではないのかもしれませんが、今後、団の編成、部の編成もある中で、大所帯

になれば自分は退団してもいいのじゃないかというふうに捉える団員も少なからずおるかと思い

ますので、機能別消防団の在り方についても今後しっかり検討していただきたいと思います。 

 次に、職員の事務事業効率化について再度伺いたいと思います。 

 職員の事業提案制度では２件の提案が採用され、実際の業務に取り入れられ効率化が図られて

いるとのことでありました。採用となった提案について、どういったものなのか、詳しい方が誰

になるのかちょっと分かりませんけども、お聞かせください。 

○議長（坂本 弘明議員）  総合政策課長。 

○総合政策課長（戸髙 雄司課長）  御質問にお答えいたします。 

 採用されました令和３年度につきましては、遺族の方に対する死亡手続負担軽減についてとい

うことで、この件について採用を決定をしております。 

 令和２年度につきましては、財政課の決裁区分見直しについて採用しております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  本願和茂議員。 

○議員（７番 本願 和茂議員）  採用されたのを町広報で見たのか私の勘違いなのかもしれませ

んが、ただ４階に来たときにそういう審査を大会議室でしているのを見ただけだったのか分かり

ませんけども、非常にいい内容が採用されていると思いますので、今後、審査やプレゼンテーシ

ョンに我々議員も代表者で構わないので、参加をして職員の意欲向上を実感することが可能なの

かお聞かせください。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  そうですね、規程上は審査員としては我々などを含めて審査員として

は決まっているんですが、審査員となっていない職員についても、お話はプレゼンテーションせ

っかくあるんで聞きに来て下さいという話で、呼びかけて聞いていただいておりますし、議員の

方も審査を傍聴していただいたということもありました。そこについては拒否するものではない

かなと思いますけれども、また取決めが必要であればちょっと議会事務局のほうとも検討したい

というふうに思いますが、聞いていただくことについては、決してお断りすべきものではないか
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なというふうに思いますので、またそこら辺りしっかり取り組みが必要であれば、議会事務局と

執行のほうで協議をしたいというふうに思います。 

○議長（坂本 弘明議員）  本願和茂議員。 

○議員（７番 本願 和茂議員）  惜しくも選考されなかったプレゼンテーションとかも、知って

おく必要があるのかなと思ったので聞いたところでした。今後、調整進めていただいて我々も傍

聴、審査はしなくても構いませんので、傍聴できる場面をつくっていただければなと思います。 

 時間もありませんので、最後に、答弁をいただいた質問たくさんありますけども、町長の答弁

の中で鉄道公園化構想について何度か出てきました。あえて、まだまだ進捗中でありますから、

今回質問の中で、通告の中では触れませんでしたが、町長が就任後、約１年間はコロナ禍の影響

はなかったかと思います。ここ２年間コロナ禍の影響が続いたんですけども、この２年間で、就

任から１年間と、大きく当初の構想とかアイデアを慎重に検討せざるを得ない状況だったかと思

います。コロナ収束ありきの鉄道公園化だと私は躊躇しているところでありますが、町長はどの

ようなスタンスで捉えておられるのか。このコロナ禍で公園化構想について、それを最後に伺っ

て質問終わりたいと思います。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  御質問にお答えいたします。 

 鉄道公園化構想につきましては、財源確保の問題も含めて大きな課題でもありますけれども、

そしてビッグプロジェクトになります。当然、慎重に判断をしないといけませんが、コロナの影

響によって観光客が今は少ないですけれども、必ず収束するというふうに思っております。そし

て、アフターコロナに備えた種もまいておく必要はあるというふうに思っておりまして、そのた

めに、以前から課題でありました、社会実験でも行いましたけれども、観光時期に観光客が集中

する場所には渋滞が発生したり、あるいは滞在時間が短い場合には日帰りとなるというところを

町内に広く観光地を点在させて、面的に観光していただくという取組が絶対必要だというふうに

思っております。そういったことを考えてコロナ収束後に向けての準備として、鉄道公園化構想

ももうすぐ来年度には完成しますというわけではありませんので、やはり長期的な視点を持って、

そこが町内観光振興のためにどう機能するのかということも含めて今検討中でありますけれども、

将来的な長期的な視点を持って、鉄道公園化構想につきましては着実に、今の私の考えとしては

前に進めて行きたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  本願和茂議員。 

○議員（７番 本願 和茂議員）  先日、視察をした九重町も様々な逆境を乗り越えての今がある

ということを聞いてきましたので、多少の逆境は、はねのけながら進むべきビッグ事業だと思い
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ますので、我々議員も可能な限りしっかりついていって事業成功に向けて議会運営してまいりた

いと思いますので、鉄道公園化構想を前向きに進めていただきたいと思います。 

 以上で質問のほう終わります。 

○議長（坂本 弘明議員）  ここで、午後１時１０分まで休憩いたします。 

午後０時09分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時06分再開 

○議長（坂本 弘明議員）  それでは、会議を再開いたします。 

 次に、板倉哲男議員の質問を許します。質問席に登壇願います。 

○議員（５番 板倉 哲男議員）  ５番、板倉です。 

 では、通告に従いまして質問をさせていただきます。件名は、脱炭素の推進についてです。 

 近年、日本の各地でかつてない規模の豪雨災害が発生しています。こうした大雨が増加傾向に

あるのは、地球温暖化が影響していると考えられており、今後、地球温暖化の進行により、さら

に大雨の発生数が増加すると予測されています。 

 地球温暖化を抑制するためには、二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの排出を国際的に抑

制する必要があるため、１９９０年代頃から国際的な話合いが行われております。そうした中、

２０２０年１０月２６日、当時の首相である菅総理は、就任後初の所信表明演説の中で、

２０５０年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、すなわち２０５０年カーボンニ

ュートラル、脱炭素社会の実現を目指すことをここに宣言すると表明しました。さらに、

２０２１年４月２２日には、２０３０年度に温室効果ガスを２０１３年度から４６％削減するこ

とを目指しますと表明しました。 

 これらを実現するための協議の場として、国・地方脱炭素実現会議が設置され、２０２１年

６月９日には、地域脱炭素ロードマップが示されました。このロードマップの副題は、「地方か

らはじまる、次の時代への移行戦略」となっており、地域の脱炭素の取組が地域課題を解決し、

地域の成長戦略となることが記されています。 

 本町は宮崎県を代表する観光地ですが、観光地としてさらなる飛躍を遂げ、かつ、幾世代にも

わたり観光地として魅力を保ち続けるには、持続可能な観光地となる必要があると思います。そ

のためにも、本町において地域脱炭素の取組を進める必要があると思います。 

 まず、１点目として、ゼロカーボンシティー表明についてです。 

 環境省では、２０５０年にＣＯ２（二酸化炭素）を実質ゼロにすることを目指す旨を首長自ら

が、または地方自治体として公表した地方自治体をゼロカーボンシティーとしています。ゼロ

カーボンシティーを表明した自治体は増加しており、２０２１年１０月２９日時点で、都道府県、
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市区町村を合わせて４７９自治体となっており、宮崎県内を見ると、宮崎県、串間市、宮崎市、

都農町、五ケ瀬町が表明しています。 

 また、国は２０２２年度に地域脱炭素移行・再エネ推進交付金を新設するなど、自治体向けに

再生可能エネルギー導入などへの財政支援を拡大するとしており、ゼロカーボンシティーを表明

した自治体が優先的に支援の対象になるようです。本町においても、２０５０年の未来を担う子

どもたちのためにもゼロカーボンシティーを表明するべきだと思います。 

 ２点目に、地球温暖化対策実行計画についてです。 

 １９９９年に地球温暖化対策の推進に関する法律が施行され、地方公共団体に対し、温室効果

ガスの排出の量の削減などに関する計画を策定することが義務づけられました。 

 本町では、２０１１年３月に２０１５年度までの５年間の計画として、第１次高千穂町地球温

暖化対策実行計画を策定しています。しかし、担当課によると、それ以降の実行計画の更新はで

きていないようです。地域脱炭素に取り組むために実行計画の更新をする必要があると思います。 

 ３点目に、自家消費型の太陽光発電についてです。 

 ロードマップには、全国で取り組む脱炭素の基盤となる重点対策として、８つの対策を示して

います。 

 その一つが、屋根置きなど自家消費型の太陽光発電です。自家消費型とは、売電を主な目的と

せず、発電した電気を自ら使うことを目的としたものです。また、蓄電池と組み合わせることで、

災害時や悪天候時の非常用電源を確保することができます。 

 ロードマップで示されている目標として、自治体の建築物及び土地では、２０３０年には設置

可能な建築物等の約５０％に太陽光発電設備が導入され、２０４０年には１００％導入されてい

ることを目指すとあります。 

 太陽光発電設備の導入については、以前に比べコストが下がってきており、ＰＰＡモデル（第

三者所有モデル）やリース契約などで、場合によっては初期費用ゼロで導入している事例もある

ようです。 

 今回も議長の許可を得まして資料を配付させていただいております。ここで一旦資料の説明を

したいと思いますが、恐らく資料の１枚目に、初期投資ゼロでの自家消費型太陽光発電設備の導

入についてという環境省のチラシをつけております。ここにＰＰＡモデルとリースモデルの説明

が書かれておりまして、要は事業者が、例えばこの庁舎に設置するというときに、事業者がお金

を出して事業者が設置をすると。ただ、その発電設備で発電した電気料を町が支払うという形で

す。ＰＰＡモデルです。リースモデルについては、そのリース料を支払うということで、初期費

用を抑えて導入ができるというものになっています。裏にももうちょっと詳しい説明があるので、

また見ていただければと思います。 
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 質問を続けます。 

 現在、本町が管理している施設において、太陽光発電を設置しているのは高千穂小学校のみと

のことです。本町の脱炭素を推進するために、まずは自家消費型の太陽光発電の増設に取り組ん

ではどうかと思います。 

 次に、４点目として、再エネ電気の調達についてです。 

 ８つの対策の一つに、公共施設など業務ビル等における徹底した省エネと再エネ電気調達と更

新や改修時のＺＥＢ化誘導があります。 

 現在、電力の小売は完全に自由化されており、再生可能エネルギーを中心に電気を供給する事

業者から電気を買うことも可能です。ゼロカーボンシティーを目指すには、庁舎や町病院、小中

学校などで使用する電気について、化石燃料由来のものを減らし、再生可能エネルギー由来のも

のを増やしていく必要があるため、どの事業者から電気を買うかを検討する必要があります。当

然、費用対効果も検討する必要があり、再生可能エネルギー由来とはいえ、その費用が高額過ぎ

る場合は導入が難しくなります。 

 そこで、費用を抑えつつ再生可能エネルギー由来の電気を調達する方法として、リバースオー

クション方式があります。リバースオークションとは、競り下げ方式と呼ばれ、参加者が一度だ

け条件提示ができる通常の入札と異なり、定められた期間内であれば最低の価格を確認しながら

何度でも条件提示を行うことができる形式のものです。 

 島根県益田市では、市所有の公共施設における３６件の契約についてリバースオークションに

取り組み、結果として従来よりも電気料金を下げながら、１００％再生可能エネルギー電力で賄

うことができたそうです。本町においても、リバースオークションなどを活用し、再生可能エネ

ルギーの調達に取り組むべきだと思います。 

 次に、５点目、公共施設のＺＥＢ（ゼロ・エネルギー・ビル）化についてです。 

 先述したとおり、８つの対策の中に、公共施設のＺＥＢ化があります。国の目標は、

２０３０年までに新築建築物の平均でＺＥＢを実現することだそうです。今後、本町において新

たに施設を建設する際は、ＺＥＢを前提とするなど地域脱炭素の取組を推進する必要があると思

います。 

 また、久留米市のように、既存の庁舎を改修することでＺＥＢを達成した事例もあります。本

町においても、改修することでＺＥＢを実現できる施設があるなら、取り組むべきだと思います。 

 令和３年第３回定例会において、高千穂町公共施設等総合管理計画の改定業務の予算を含めた

補正予算が可決しています。また、この管理計画は、今年度中に策定を完了する予定となってい

るようです。地域脱炭素を推進するために、管理計画において町施設のＺＥＢ化に積極的に取り

組む旨を盛り込むべきだと思います。 
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 次に、６点目として、町有林の有効活用についてです。 

 脱炭素社会を実現するには、省エネ、再エネ導入に加え、どうしても削減できない二酸化炭素

については、森林などによる吸収が必要になります。本町の森林面積は約２万ヘクタールで、そ

のうち町が単独で所有している町有林が８７０ヘクタールあるそうです。本町における脱炭素の

取組を推進するため、町有林を適切に管理し、二酸化炭素の吸収に積極的に取り組むべきだと思

います。 

 さらに、二酸化炭素などの排出削減量や吸収量をクレジットとして国が認証する制度であるＪ

クレジット制度に参加し、クレジットの認証を受けることができれば、クレジットを売却するこ

ともできますし、クレジットをふるさと納税の返礼品とすることもできます。 

 ここで、もう一度資料を見て頂きたいと思いますが、２枚目の資料です。 

 ２枚目は、鹿児島市の事例の資料ですけれども、左側に市がありまして、市有林が吸収したＣ

Ｏ２と書いていますけれども、それをクレジットとして認定をしてもらうことで、それを販売す

ることができるということです。そして、市としては、そのクレジット代金が入りまして、その

お金でさらに温暖化対策をするという非常にいいスパイラルが生まれる仕組みとなっています。 

 そして、その裏も見ていただきたいんですが、これは横手市の事例ですけれども、そのクレジ

ットそのものをふるさと納税の返礼品とすることも可能だということになります。 

 質問を続けます。 

 地域脱炭素を推進するために町有林を適切に管理し、クレジットの認証を目指すべきだと思い

ます。 

 次に、７点目として、ＬＡＰＳＳの利用についてです。 

 脱炭素に取り組むには、目に見えない二酸化炭素などの温室効果ガスの排出の現状把握と、脱

炭素の取組によりどれほど削減できたのかを見える化する必要があります。 

 環境省では、地方公共団体の実行計画（事務事業編）における温室効果ガス総排出量の算定、

管理の支援等を目的とした地方公共団体実行計画策定・管理等支援システム「Ｌｏｃａｌ Ａｃ

ｔｉｏｎ Ｐｌａｎ Ｓｕｐｐｏｒｔｉｎｇ Ｓｙｓｔｅｍ（通称ＬＡＰＳＳ）」を開発してお

り、無償で利用することができます。現状を把握し、取組の成果を見える化するために、ＬＡＰ

ＳＳを利用するべきだと思います。 

 以上を踏まえ、次の７点を町長にお尋ねします。 

 １点目、本町もゼロカーボンシティーを表明するべきだと思いますが、いかがでしょうか。 

 ２点目、高千穂町地球温暖化対策実行計画を早急に更新、策定する必要があると思いますが、

いかがでしょうか。 

 ３点目、自家消費型の太陽光発電の増設に取り組むべきと思いますが、いかがでしょうか。 
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 ４点目、リバースオークションなどを活用し、再生可能エネルギーの調達に取り組むべきだと

思いますが、いかがでしょうか。 

 ５点目、町施設のＺＥＢ化に取り組むとともに、高千穂町公共施設等総合管理計画において、

その旨を盛り込むべきだと思いますが、いかがでしょうか。 

 ６点目、町有林を適切に管理し、クレジットの認証を目指すべきだと思いますが、いかがでし

ょうか。 

 ７点目、現状を把握し、取組の成果を見える化するためにＬＡＰＳＳを利用するべきだと思い

ますが、いかがでしょうか。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長、登壇願います。 

○町長（甲斐 宗之町長）  それでは、板倉哲男議員の脱炭素の推進についての御質問にお答えを

いたします。 

 まず、本町もゼロカーボンシティーを表明するべきではとの御質問ですが、表明を行うに当た

り、自治体において脱炭素に向けた取組、施策を策定する必要があります。他自治体の取組や施

策を見てみますと、公共施設の省エネ推進、再生可能エネルギーの導入、環境保全教育の推進等

があり、多分野にわたる内容となっています。当町におきましても、実現可能かつ具体的な取組、

目玉となる施策が必要でありますが、これらを策定するに当たり、関係課による十分な協議が必

要と認識をしております。 

 今後、国や県からの情報、他自治体の事例等を参考にしつつ、本町における脱炭素に向けての

取組、施策等の行動方針を決定した後に表明を行うべきであろうと考えております。 

 次に、高千穂町地球温暖化対策実行計画を早急に更新、策定する必要があるのではとの御質問

ですが、既に当初計画が終期を迎えており、早急な更新が必要と考えております。計画策定当時

から年数も経過しており、関連する法律の改正も発生しておりますので、計画内容については抜

本的な見直しを行う必要があると考えております。 

 また、最後の御質問にあります環境省が開発した地方公共団体実行計画策定・管理等支援シス

テム、通称ＬＡＰＳＳにつきましては、温室効果ガス排出量の算定機能など、計画を策定するに

当たり便利なシステムとなっておりますので、本システムを活用し、策定を進めてまいりたいと

思います。 

 次に、自家消費型の太陽光発電の増設に取り組むべきではないかとの御質問ですが、御指摘の

とおり本町が管理する施設において、太陽光発電設備を導入しているのは高千穂小学校のみとな

っております。同校の太陽光発電設備は、平成２４年度の高千穂小学校校舎改築事業に伴い、災

害時や悪天候時の非常用電源を確保するために校舎の屋根に設置をしたもので、余剰電力は電力

会社に販売し、年間約２０万円の収入を計上しております。 
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 御質問内容のとおり、太陽光発電設備の増設が、初期費用ゼロで行えるとしても、例えば、高

千穂小学校の消費電力を賄うには、現在の１０倍以上の設置面積が必要になると予測をされます。

したがって、今後、自家消費型の増設については、設置場所の確保が課題になってくると思われ

ます。 

 しかし、本町の脱炭素を推進する場合、国の地方脱炭素実現会議のロードマップで示されてい

る屋根置きなど自家消費型の太陽光発電の導入については、先進的な事例を参考に、小規模であ

っても具体的な施策を検討していくことは重要であると考えております。 

 次に、リバースオークションなどを活用し、再生可能エネルギーの調達に取り組むべきではな

いかとの御質問ですが、現在、本町では昨年の令和２年９月より、本庁舎の電気需給の契約先を

変更し、電気の品質を保ちつつ電気料金の低減を実現しております。また、消費電力量やランニ

ングコスト削減による省エネ効果と同時に、ＣＯ２削減効果を引き出すために、本庁舎のＬＥＤ

化を検討しているところであります。 

 御指摘のとおり、ゼロカーボンシティーを目指す場合、太陽光や風力、水力などの再生可能エ

ネルギー由来の電気の調達は、リバースオークション方式などによるコスト削減の要素がセット

でなければならないと考えております。今後、実践している自治体の事例を参考にしつつ、脱炭

素の推進に必要不可欠な環境価値と経済性の両立を検討してまいりたいと存じます。 

 次に、公共施設等総合管理計画の見直しに併せて、ゼロ・エネルギー・ビル化に関する事項を

加えるべきではないかとの御質問ですが、現在、本町では、総務省自治財政局の示した見直しに

向けての留意事項に沿って、公共施設等総合管理計画の改訂を進めているところであります。 

 ゼロ・エネルギー・ビル化に関しては、総務省の示す見直しに関する留意事項に含まれており

ませんが、脱炭素社会に向けた公的機関の率先した取組が強く要請されていることから、高千穂

町地球温暖化対策実行計画及び公共施設等整備計画の個別計画との整合性を図りつつ、環境に配

慮した計画としてまいりたいと存じます。 

 次に、町有林を適切に管理し、Ｊクレジットの認証を目指すべきとの御質問ですが、本町の町

有林は、高千穂町森林経営計画に基づき、西臼杵森林組合に委託をして年次計画的に植樹、間伐、

除伐、主伐等の施業を行っているところです。 

 Ｊクレジットは、森林経営計画に基づき、適正な森林管理が実行されているか詳細なモニタリ

ングが行われて認証を受けるものであります。今後、カーボンオフセットの需要増加により必要

性が増してくるものと思われますので、森林経営計画を精査した上で、施業者である西臼杵森林

組合とＪクレジット認証について検討してまいりたいと存じます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  板倉哲男議員。 
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○議員（５番 板倉 哲男議員）  では、再質問を行っていきたいと思います。 

 初めに、ゼロカーボンシティー表明についての再質問をしていきたいと思います。 

 最初の答弁で、ゼロカーボンシティーの表明を行うに当たり、脱炭素に向けての取組、施策な

ど行動方針を決定する必要があるため、決定後に表明を行うべきであろうとの考えを示されまし

た。 

 この答弁を聞く限り、高千穂町もゼロカーボンシティーを目指すけれども、まだ表明する準備

ができていないという意味なのかなというふうに受け取ったのですが、確認の意味でお伺いした

いと思います。 

 町長にお伺いしたいと思います。高千穂町としてゼロカーボンシティーの表明を目指すのか、

目指さないのかについてお答えください。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  板倉議員の御質問にお答えいたします。 

 御質問の中にもありましたけれども、やはり観光地としての魅力というところも考え、また、

ユネスコエコパーク、世界農業遺産といった生物多様性あるいは自然と人との共生する町だとい

うことをやっぱり打ち出していく必要があると、そして、持続可能な観光地としてあり続けるべ

きだというふうに思います。そういったことを考えますと、やはり高千穂町としてもそういった

ことを前面に打ち出す必要はあるかなというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  板倉哲男議員。 

○議員（５番 板倉 哲男議員）  今の答弁を聞く限り、高千穂町としてもゼロカーボンシティー

を目指すと、ただ、現時点ではまだその準備ができていないということかなということで理解し

ました。ただ、私が思うのは、今のような町長のお考えがあるならば、準備が必要ということで

はありましたが、その準備は最小限にとどめて、できる限り早い段階でゼロカーボンシティーの

表明をしてはどうかなということを思います。 

 先日、国のゼロカーボンの担当が、環境省大臣官房環境計画課というところが担当ということ

で、実際、私も直接電話をしてその部署に聞いてみました。ゼロカーボンシティーを表明するた

めの条件として何があるのかという質問をしたんですけれども、回答としては、きちんとした計

画の有無ということは問わないということです。首長の意思で表明するかしないかそれだけです

と。ただ、事前に、これからどのような取組をするのかという意味合いで、簡単なアンケートに

お答えをしてもらいますというような回答でした。つまり、詳細なきちんとした計画は必要なく、

首長の意思表明だけということでした。 

 また、その際に併せて次のようなこともおっしゃっていまして、環境省のほうでは、ゼロカー
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ボンシティーを表明した自治体とネットワークづくりというものを進めていまして、表明した自

治体のネットワークに対してゼロカーボンシティー実現に向けた情報を、ほかに先駆けて情報提

供をするなどの支援をしていますと。また、予算的な支援としまして、例えば、令和３年度の事

業では、ゼロカーボンシティー・再エネ強化支援パッケージとして、６事業があるそうなんです

けれども、その事業自体はゼロカーボンシティーを表明している、していないは特に、申請はで

きるんだけれども、事業の採択基準の一つとして、やはりゼロカーボンシティーの表明をしてい

るかどうかということは、基準の一つにはなりますということでした。 

 ですので、私が思うのは、ゼロカーボンシティーの表明をすることでより多くの情報も得られ

るし、国からの財政的な支援を受けられるということです。ですので、まずは町長のそうしたお

考えがあるのであれば、できるだけ準備は最低限として、今後の取組としてこういうことに取り

組んでいこうという漠然とした状態でいいのかなと思います。 

 ですので、例えば、できる限り早期に、例えばですけれども、今年度中とか早い段階でゼロ

カーボンの表明をしてはどうかと思いますが、再度町長にそのあたりをお伺いしたいと思います。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  板倉議員の御質問にお答えいたします。 

 確かにおっしゃるように、これから目指していくというところでの表明も可能かなというふう

に思いますけれども、あまりにも何をもってそうなんですかというところの理由づけというとこ

ろが、町としては少し弱い部分があるのかなという思いもあっての答弁でありましたけれども、

これからそういったまちづくりをやりますというところについて、強く打ち出していくというこ

とは早期にもできるかなというふうに思います。また関係課で情報を共有し、また協議して今後

の方向性、いつ頃に向けてというところについては、早期にそういった表明ができるように検討

していきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  板倉哲男議員。 

○議員（５番 板倉 哲男議員）  ぜひ、先ほど言いましたとおり、準備については最小限の準備

で表明をするほうがいいのかなというふうに思います。 

 ちょっと本題とはずれるかもしれませんが、例えば、鉄道公園とか、まずきちんとした計画も

ない状態で、町長自ら構想として表明されて、そこから非常に大きく進んだなという実感を私も

持っています。それと同じように、まずはやはり大きな方針といいますか、町長のお考えを表明

するというところが一番大切なんじゃないかなというふうに思いますので、ゼロカーボンシテ

ィーの表明についても、準備は最小限にとどめて、できる限り早い段階で表明をされたほうがい

いのかなというふうに思いますので、御検討のほうお願いしたいと思います。 
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 次に、自家消費型の太陽光発電についての再質問をしたいと思います。 

 答弁としましては、設置場所の確保が課題になるのかなというところですが、やはり今後、小

規模でも検討をしていくことが重要であるという旨の答弁でした。 

 現在、太陽光の発電を設置しているのが高千穂小学校のみということですので、場所というと

ころで言えば、まだまだかなりの場所があるのかなというふうに思います。この庁舎もそうです

し、高千穂小学校以外の小学校、中学校もそうですし、病院ですとか公衆浴場ですとか、町営住

宅とか、場所については、まだまだ現時点ではあるのかなというふうに思います。 

 また、一般的にはもちろん屋根に設置するというのが一般的なんですが、屋根だけではなくて、

壁ですとかひさしなどにも設置できるということです。もう一度資料のほうを見ていただきたい

んですが、３枚目の資料になると思いますが、上に（１）屋上設置型、（２）勾配・屋根設置型

とあるんですけれども、その下に（３）として壁設置型、屋根ではなくて建物の壁に設置するこ

ともできると、その裏になりますけれども、ひさし型ですとか、ルーバー型といって、非常に、

これは文科省の学校への太陽光発電を導入するガイドブックから切り取って作った資料になるん

ですが、いろいろ屋根以外にも設置が可能であると。さらには、その次の資料を見ていただきた

いんですが、ソーラーカーポートです。駐車場の屋根といいますか、屋根の部分に太陽光発電の

設備を導入すると、そういったこともできますと。そうして考えますと、かなり場所については

伸びしろがあるのかなというふうに思います。 

 最初の質問で説明したとおり、国の目標として、２０３０年には設置可能な建築物等の約

５０％に太陽光発電設備を導入するというものがあります。 

 ここで、再度町長にお伺いしたいと思いますけれども、ゼロカーボンの実現に向けて、まずは

２０３０年に向けて５０％という国の目標がありますけれども、やはり本町も計画的に自家消費

型の太陽光発電の設備を増設していく必要があると考えますが、町長のお考えをお聞かせくださ

い。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  発電につきましては、なかなか町で発電事業に取り組むというわけに

もいかないので、個人の、あるいは公共施設等での太陽光パネルの設置につきましては考えられ

るものかなというふうに思います。 

 例えば、これから高千穂中学校の建て替えとか、そういったところも念頭にありますけれども、

そういったところで今回御提案頂いたような考え方の中で、検討するということは十分にあり得

るかなと。 

 また、先ほど鉄道公園化構想の話もちょっと触れられましたけれども、そういった新たな観光

地づくりの中でそういった考え方を取り入れながら取り組むということについては、前向きに考
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えたいというふうに思います。 

 また、町内のそういった太陽光パネル設置に向けた機運をつくっていくということは大事だろ

うと思いますので、そういった広報活動につきましては、町が積極的にやっていくべきかなとい

うふうに思います。 

 ただ、太陽光パネルの設置については、人と自然との共生と、ユネスコエコパーク、世界農業

遺産等のことを考えたときに、太陽光パネルで景観を阻害してしまうというようなことがないよ

うな形での場所の選定等については、配慮する必要があるかなというふうに思っています。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  板倉哲男議員。 

○議員（５番 板倉 哲男議員）  私も町長の今の答弁と考えは非常に近いといいますか、最後に

景観のことも述べられましたけれども、私も正直、景観については思うところがありまして、町

内にもやはり田園地帯に設置されているところがありまして、個人的にちょっと残念に思う部分

もあります。そうしたところ、自治体によっては、今、本町にも景観条例等もありますので、そ

のあたりで太陽光発電と景観の調和については慎重にしていく必要はあるかなというふうに思い

ます。 

 ただ、方向性としては、やはり脱炭素社会に向けてそうした太陽光発電設備は増やしていく必

要があるのかなというふうに思っております。 

 そしてもう１点、太陽光発電の施設を設置するということと併せて、導入を進めたいと考える

のが、蓄電池の導入になります。蓄電池があれば、やはり災害時などの非常用電源を確保すると

いうことにもつながります。特に、避難所として利用されることが多い管理センターですとか武

道館については、優先してそうした蓄電池、太陽光発電を導入するなら、併せて蓄電池も導入す

るべきだと考えております。 

 町長にもお伺いしたいと思いますが、防災の点も考えて、太陽光発電の設備と併せて蓄電池の

導入も検討する必要があると考えますが、町長のお考えをお聞かせください。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  御質問にお答えいたします。 

 以前もちょっと検討したことはあるんですけれども、避難所として利用される場所に太陽光で

の発電と、蓄電機能を持ったものを設置してはどうかということもありましたが、なかなか費用

対効果としてどうかなというところがありましたので、実現には至っておりませんけれども、将

来的に蓄電池の活用も考える時期に来ているのかなというふうに思います。 

 また、最近では車を電源として非常時に備えるといったことも対応としてあるのかなと思いま

すので、例えば公用車、そういった機能を持った公用車を導入して災害時にそういった車を持っ
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ていって、時間的には限られるかもしれませんけれども、緊急的に対応するということも可能な

のかなというふうに思いますので、そういった視点からも検討したいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  板倉哲男議員。 

○議員（５番 板倉 哲男議員）  今の町長の答弁で、以前も検討したけども、その当時としては、

なかなか費用対効果的に難しかったという答弁ではありましたけれども、最初に説明したとおり、

今、自分で全部初期費用を出さなくてもＰＰＡモデルですとか、リースモデルといったもので太

陽光発電と併せて蓄電池も導入できるという事例も聞いていますので、そのあたりで初期費用を

かけずに導入もできると思うので、ぜひ検討のほうを進めていただきたいというふうに思います。 

 あともう１点、私もまた後のほうで質問をしようと思っていたんですけど、電気自動車の答弁

もされましたけれども、確かにおっしゃったとおりで、電気自動車も動く蓄電池と言われるとお

り、車自体を蓄電池として活用することもできると。 

 つい先日のニュースで見たのが、国については来年度以降、新たに導入する公用車については、

もう全て電気自動車を導入するということを決めたというようなニュースを見ました。国の考え

としても、やはりそうした意味で導入を進めるんだろうというふうに思います。本町においても、

そうした防災の観点からも電気自動車の導入を進めるべきというふうに考えますので、ぜひ検討

のほうを進めていただきたいというふうに思います。 

 次に、再生可能エネルギーの調達についての再質問をしたいと思います。 

 答弁では、脱炭素推進という環境的な面と、コストという経済性の両立を検討していきたいと

いう答弁でした。まさに、環境面と経済面を両立させる仕組みが、最初に説明しましたリバース

オークションという仕組みとなります。 

 こちらも資料がありまして、ちょっとページを割り振っていないので分かりにくいんですが、

横向きの資料で、上のほうに予定価格とオークション後の価格と書いた資料がありますけれども、

この資料は島根県の益田市で掲載されているホームページの画面をコピーしたものになります。 

 最初、益田市として、益田市では大体４００ぐらいの施設が市所有のものとしてありまして、

電気の契約数としては、全体で５００件くらいあるそうです。そのうちの試験的にということで、

３６件の電気の契約についてリバースオークションに取り組んだということなんですが、予定価

格としては、そこに書いているとおり４９０万円ぐらいを予定価格としていたところ、恐らくこ

の価格は従来の中国電力の価格になるのかなというふうに思うんですが、再生可能エネルギー由

来の電気を調達するために、リバースオークションに取り組んだ結果、従来の契約よりも値段を

下げて、かつ１００％再生可能エネルギーの電力を調達することができたという、非常にいい結

果が得られたということになっています。 
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 益田市のほうでは、この件については試験的にしたということではありますが、今後、やはり

いい結果が得られたということで、リバースオークションの第２弾も検討しているということだ

そうです。 

 このリバースオークションもいろいろなやり方がありまして、例えば、益田市の事例では

１００％再生可能エネルギーですけれども、例えば、それを５０％にするとかそういった柔軟な

条件でできるそうです。また、オークションに取り組んだら、絶対にその契約を替えないといけ

ないのかというとそうではなくて、オークションに取り組んだけども、なかなかちょっと結果は

思わしくないというときは、従来どおりの契約を続けることもできるということなので、特にリ

バースオークションに取り組むに当たってのデメリットはないのかなというふうに考えておりま

す。 

 町長に再度お伺いしたいと思いますけれども、本町においても、まずは益田市のように一部の

施設でいいと思いますので、こうしたリバースオークションに取り組み、再生可能エネルギーの

調達に取り組んではどうか思いますが、町長のお考えをお聞かせください。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  リバースオークションということについては、なかなかこれまで視点

も持っていなかったところではありますけれども、今回御提案の中にありましたので、高千穂町

で電気の調達ということですけれども、施設によってという言葉もありましたけれども、どのよ

うに対応できるかというのは、正直今まで検討したことがないので、これからの検討になろうか

なと思いますけれども、可能性としてはあるかなというふうに思いますので、またそれぞれの担

当課、財政課等で協議をして、導入できるものなのかというのは今日はちょっと明言はできませ

んけれども、検討したいということで回答させていただきます。 

○議長（坂本 弘明議員）  板倉哲男議員。 

○議員（５番 板倉 哲男議員）  ぜひ検討をしていただければというふうに思います。 

 ちなみに、益田市のほうでは再生可能エネルギー調達以前に、コスト削減という意味合いで電

気契約の入札は取り組んだということで、そこでもかなりいい成果が得られているということだ

そうです。ですので、再生可能エネルギー調達と関係なくとも、コスト削減の意味合いで電気契

約についての入札というのもいいのかなと思いますので、検討いただければと思います。 

 次に、公共施設等総合管理計画についての再質問をしたいと思います。最初に説明したとおり、

国の目標として２０３０年までに新築建築物の平均でゼロ・エネルギー・ビルを実現するという

ものがあります。また現在、本町も先ほど最初に言いましたとおり、公共施設等総合管理計画を

見直している最中であります。この機会にゼロ・エネルギー・ビルについての事項を総合管理計

画に加えてはどうかという質問をしたわけですが、答弁としては、環境に配慮した計画にしてい
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きたいという表現にとどまっております。 

 再度、確認の意味でお伺いしたいと思いますが、町長のお考えとして、今後、ゼロ・エネル

ギー・ビルに積極的に取り組むのか、また、総合管理計画にゼロ・エネルギー・ビルについての

事項を加えるお考えがあるのか、町長のお考えをお伺いしたいと思います。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  御質問にお答えいたします。 

 なかなか今日の時点で明言はできないのですけれども、これから、例えば先ほど言いました高

千穂中学校の建て替えとか、あるいは新たな施設の移転等々についても念頭にあるものがありま

す。そういったところについては、最大限、そのような考えを取り入れていくということで考え

たいと思いますけれども、そういった考え方の下に公共施設の建て替えについては検討していく

ということについては、計画の中にも、そうった事項を盛り込んでいきたい。だから１００％と

いうことは、なかなかすぐには難しいのかなと思うんですけれども、そういった考え方も取り入

れていくということについては、内容に記載できるように考えたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  板倉哲男議員。 

○議員（５番 板倉 哲男議員）  ゼロ・エネルギー・ビルを目指すに当たって、まず最初に取り

組むのは、省エネの部分になるのかなというふうに思います。例えば、今、１００使っているも

のがあるとすれば、それを７０にするとか、そういったことが、まずは必要になるのかなと思い

ます。答弁の中で、ＬＥＤ化も検討しているということですので、ゼロ・エネルギー・ビルを目

指すとなれば、すごいたくさんの太陽光発電をつける必要があるのではないかとか思うんですけ

れども、まずは、そうした省エネで削減して、それに見合った再生可能エネルギーの設備を備え

るということになると思いますので、省エネとともに、ゼロ・エネルギー・ビルについての検討

を進めていただければというふうに思います。 

 以上で、質問を終わりたいと思いますけれども、今日は高千穂町としての脱炭素の推進につい

ての質問をさせていただきました。２０５０年にゼロカーボンを達成するには、やはり町だけで

はなくて、町内の企業ですとか、町民が一丸となって取り組む必要があると思います。そのため

にも、まずは町が脱炭素に取り組み、その取組を町民全体に広げていく必要があるというふうに

考えております。 

 また、本町には豊富な森林資源がありますので、ゼロカーボンに取り組むには、都市部よりも

非常に恵まれた環境にあるのかなというふうに思っております。本町の強みを十分に生かすこと

ができれば、ゼロカーボンは十分達成できるというふうに思っております。 

 最後に、資料のほうをまた見ていただきたいのですが、４枚目の裏、薄い緑色の、日本のひな
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た宮崎県というのが左上にあるやつです。県のほうもこの再生可能エネルギーの導入について支

援があるということで、これを見ましたら１２月末までというふうになっています。無料で支援

をしていただけるということですので、これに既に申し込まれているかどうかは知りませんけれ

ども、もし、まだ申し込んでいないということであれば、ぜひこうした県の支援についても活用

して進めていただきたいというふうに思います。 

 あと、もう１点、最後のページ、横向きのページで脱炭素（再エネ導入）による地域経済への

メリットという資料になります。こうした脱炭素といいますか、環境への配慮は、もちろん環境

にはいいんだけれども、経済的にはどうなのかということが、私自身も思っていたところがある

んですが、実は、こうした脱炭素の取組が非常に経済的にもメリットがあるという資料がありま

したので、紹介したいと思います。 

 ここで紹介されているのが、例としまして、１,０００世帯分の太陽光発電を導入したときに

年間に１.８億円の経済効果がありますということで、自治体の地域振興策として、移住者増で

すとか観光振興等もあるんですけれども、それと比べても、非常に費用対効果がいいといいます

か、再生可能エネルギーを導入することで地域経済にメリットがあるということになるそうです。 

 以前に、私がまた別の、地域内の経済循環についての一般質問をしたことがあるんですが、そ

の際に、地域としてはエネルギーのところで非常に赤字になっているということをお話したこと

があるんですが、こうした再生可能エネルギーを地域に導入することで、地域にお金が残るとい

う意味で、経済へのメリットもあるということなのかなというふうに思います。 

 今日の町長の答弁でもありましたけれども、やはり町としても、こうした脱炭素ですとかゼロ

カーボンも取り組む必要があるだろうという答弁をいただけましたので、最初に戻るんですけれ

ども、まずは、その第一歩を踏み出すべく、できるだけ早い段階でゼロカーボンシティーの宣言

をしていただきたいというふうに思っております。 

 最後に、町長に総括的に、町としての脱炭素の取組、これからどのように推進していこうと思

っているのかについて、聞いて終わりたいと思います。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  御質問にお答えいたします。 

 今回の質問を受けまして、いろいろと脱炭素、カーボンニュートラルにつきましても考えを巡

らせたところでございます。やはり冒頭に申し上げましたとおり、持続可能な観光地づくりとい

うこと、そして高千穂の観光ブランドのイメージ、そういったところを考えたときに、やはり町

としてゼロカーボンシティーというのを表明して、町民の皆様にも、町としてそういうふうに取

り組むんだというところを知っていただいて、御協力いただく、それぞれに御尽力いただくとい

うことも必要かなというふうに思います。ゼロカーボンシティーということについて、高千穂町
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だけで取り組んでも、どうなるものでもないのかなというふうには思いますけれども、やはり世

界的な流れで、そういった方向、ＳＤＧｓということが叫ばれる中において、今、やらなければ

ならないことだということは認識をしております。そういった中で、高千穂町がいかに貢献でき

るかということを考えた上でも、そういった意識を高めるということは大事かなというふうに思

います。 

 いずれにいたしましても、高千穂町として、まずそういった機運をつくっていく、高千穂町が

そういった方向に向かって取り組んでいくという指針というか、意気込みを示すことが必要かな

と思いますので、ゼロカーボンシティー宣言というところについて、まずはそこを目指して、高

千穂町としてのゼロカーボンシティーに向けての取組の第一歩を早期に踏み出す必要があるなと

いうことを改めて認識したところです。今後につながる御質問をいただいたというふうに感謝申

し上げます。 

 以上です。 

○議員（５番 板倉 哲男議員）  以上です。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（坂本 弘明議員）  ここで２時１５分まで休憩します。 

午後２時02分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時13分再開 

○議長（坂本 弘明議員）  それでは、会議を再開いたします。 

 次に、中島早苗議員の質問を許します。質問席に登壇願います。 

○議員（８番 中島 早苗議員）  中島早苗でございます。議長のお許しをいただきましたので、

通告に従い質問させていただきます。 

 コロナ禍における生理の貧困についてお伺いいたします。 

 一般社団法人インテルリティーは、生理の貧困とは生理用品の利用ができない状況を指し、貧

困ということで、経済的理由だけで起こっている問題と誤解されてしまいますが、要因は様々で、

要因として生活苦、環境的理由、社会的偏見、虐待やネグレクト、生理への無関心、知識不足な

ど、多くの深刻な問題があるとしております。保護者に買ってほしいと言い出せないなど、また、

自分で買うのが恥ずかしい、父子家庭で生理の話ができないなどの要因も上げられます。 

 生理の貧困は貧困問題だけではなく、社会問題や人権問題として認識する必要があります。ま

た、生理用品を買えない、生理の貧困は今、社会問題化され、テレビや新聞などで取り上げられ、

なんと若者の５人に１人が生理用品の入手に苦労しているという調査結果も出ております。 

 生理用品の負担軽減を目指す、任意団体みんなの生理がＳＮＳ上で実施した調査結果では、経
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済的理由で生理用品の入手に苦労したことがある人は２０％にも上り、生理用品でないものを使

ったものがあると答えた人が２７％、交換する頻度、回数を減らしたと答えた人が３７％もいる

という結果が出ております。 

 今、生理の貧困に関する内閣府男女共同参画局の調査において、全国で生理用品の無償配付を

実施、検討しているという自治体が令和３年５月時点で２５５に上っております。防災備蓄や寄

附などを活用しながら、公共施設や社会福祉協議会などで窓口配付、小中学校、高校のトイレへ

の設置などが行われております。 

 今回、うれしいことに、宮崎県教育委員会が安心して健康な学校生活が送れる環境をさらに推

進するため、全県立学校５２校に無料の生理用品を配付することを決めました。財源は各校がト

イレットペーパーなどを購入する一般運営費を利用します。本町においても、ぜひ小学校、中学

校に無料の生理用品を配置していただきたいと思っております。 

 正直、私自身も女性の立場であっても生理用品を買えずに代用品でやりくりしている若い女性

や子供たちがいることに驚きました。この問題は人に相談しづらい、とても表面化しにくい問題

であります。本町で、どれほどの人がそのような状況なのか把握し難いとは思いますが、私たち

の周りには現実にそのような思いをしている女性や子供たちがいるという前提の下に、寄り添っ

た支援をしていかなければならないと思っております。 

 そこで次のことについてお伺いします。 

 コロナ禍で経済的に困窮し、生理用品の用意が難しい人に対して、生理用品の無償配付をすべ

きと思いますが、町長のお考えをお示しください。 

 ２点目、生理の貧困に関する内閣府男女共同参画局の調査において、本町の回答が検討中もし

くは社会協議会と検討予定とありました。検討が行われたのか、行われたのであれば、どのよう

な内容になったか、お伺いします。 

 ３点目、高千穂町において、町内の小中学校でも生理用品の無償配付をするお考えがないか、

お伺いいたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長、登壇願います。 

○町長（甲斐 宗之町長）  それでは、中島早苗議員のコロナ禍における生理の貧困についての御

質問にお答えいたします。 

 御質問にありますように、経済的な理由や家庭環境の理由などにより、生理用品が買えない生

理の貧困は、コロナ禍にあって、さらに浮き彫りとなり、社会問題化しております。諸外国では、

生理用品を無償提供したり、購入するに当たっても非課税であったりと、進んだ取組がされてい

る国もあるようです。 

 御質問の１にあります生理用品の無料配付についての考えをという御質問ですが、この問題は
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女性や女子児童・生徒の健康や尊厳に関わる問題でもありますので、必要な方に必要な支援とし

て無料配付をすることについては、やぶさかではございません。 

 ２の御質問の調査において検討中とあった件につきましては、今年度については試験的ではあ

りますが、この支援事業を既に始めております。８月の下旬には、全町立小中学校及び高千穂高

校、延岡しろやま支援学校高千穂校の県立学校に対し、保健室での声かけやトイレに案内チラシ

を掲示するなどの依頼とともに、生理用品を配付したところです。 

 また、社会福祉協議会で行っておりますフードバンク事業、おむす便においても、対象となっ

ている家庭には配付を行っているとのことですが、成人女性については把握しにくいところもあ

りますので、今後、学校での状況と併せて把握し、必要な支援につなげていきたいと考えており

ます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  中島早苗議員。 

○議員（８番 中島 早苗議員）  男女共同参画白書によりますと、コロナ禍の中、２０２０年の

就業者数が、その前月と比べて、男性は３９万人減少、女性は７０万人減少しており、女性の失

業者が特に多く、シングルマザーの完全失業率が増加、女性の貧困問題が深刻化しております。

非正規雇用において、多くの女性が職を失い、経済的に困窮、生理用品の入手にも苦労している

とのことです。 

 僣越ですけれども、この生理のことについてお話したいと思います。女性にとって、生理は好

むと好まないに関わらず、全ての女性が経験することであります。１０代から５０代ぐらいまで

あり、月１回、必ず訪れます。日数として３日間から約７日間ぐらいです。長い年月、付き合わ

なければなりません。個人差があり、起きていれないほどきつかったり、お腹が痛くなったりし

て、薬を必要とする人もおります。このような体の仕組みの女性にとって、生理用品は必要不可

欠なものであります。一般財団法人インテルリティーは、コロナ禍において生理用品を買うこと

ができない生理の貧困は、貧困問題だけではなく、社会問題や人権問題として認識する必要があ

ると申しております。 

 本町において、どれほどの人が生理用品を買えずに代用品などでやりくりしているのかは、デ

リケートな問題で把握しにくいとは思いますが、コロナ禍の今、シングルマザーの失業率が増加

傾向にあるとのこと、１人で子供を育てている方の状況等は本町では把握できているのか、福祉

保険課長にお伺いします。また、独り親家族の人数も分かりましたら教えてください。 

○議長（坂本 弘明議員）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（有藤 寿満課長）  質問にお答えします。 

 まず、世帯数についてお答えしたいと思います。母子世帯が現在１１５世帯、子供の人数が
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１６８人、父子世帯が１６世帯、子供の人数が２３人、合計で１３１世帯、１９１人になってお

ります。 

 この問題について、いろいろと母子家庭の人たちにお話を聞く機会としては、毎年８月に面談

等を行っている機会があるんですけれども、その時点で、パンフレットをお配りしたりとか、生

活状況のお話を聞いたりしていますけれども、基本的には、また何か必要なときには相談させて

くださいというようなことが多くて、いろんな事例が出てくることはあまりないのが現状です。

ただ、そのほかの機会には、いろいろな場面で支援する機会が多くありますので、その中では個

別に対応しているところであります。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  中島早苗議員。 

○議員（８番 中島 早苗議員）  今、お話を聞いて、独り親家族が１３１世帯、子供さんの数が

１９１人。私、今、本当にびっくりしました。世帯は福祉保険課の方に聞いて知っていたのです

けれども、子供さんの人数までは分かっていなかったものですので、１９１人と、こんなにいら

っしゃるのかということに驚いております。 

 コロナ禍で、今まではそんなになかったけれども、大変な状況にあるという方もたくさんいら

っしゃるのではないかな、子供たちもいるんじゃないかなというふうに考えますと、胸が痛い思

いがいたします。しっかり状況を把握していただきたいと思います。 

 ある自治体なんですけれども、さっきも課長がおっしゃっていましたけれども、児童扶養手当

の届出書が１年に１回あるということで、面談されながら、困り事についてアンケートを取りな

がら調査を実施してお話を聞いているというような、そういう自治体がありました。なかなか生

活の身近なこと、例えば父子家庭で娘さんがいらっしゃる方では、本当に生理のことなんて話が

できないとか、生活の中の小さなこととかというのは、相談という形ではなかなかできないと思

いますけれども、アンケートを実施しながらお話を聞いていくということであれば、少しは、そ

の方の状況がもっと鮮明に分かるんじゃないかなというふうに私は思いまして、本町においても、

そういうやり方も一つの方法ではないかと思いますので、ぜひ考えていただきたいと思っており

ます。 

 また、社会福祉協議会において、おむす便を月４回、食料品や日用雑貨を詰めて経済的に困っ

ている方に今現在、配達していますということを社会福祉協議会の方にお聞きしました。生理用

品も毎月４回は無理ですけれども、１回は必ず入れていますとのお答えをいただきました。その

中で、中学校、高校生の娘さんがいらっしゃる家庭では、とても助かります、こんなものまで入

れてくださるのですかというふうな話を聞いて、とてもうれしかったということも聞きました。 

 ＮＨＫの生理の貧困を取り上げた番組で、ある高校の校長先生が、うんちをするとペーパーが



- 50 - 

必要です。ないと困ります。公の施設には、ぜひトイレットペーパーと同じように生理用品も置

くようにするべきだと僕は考えますというふうにおっしゃっておりました。本当に私はそうだと

思います。 

 町長の御答弁で、必要な方には必要な支援として無料配付することについてはやぶさかではな

いとのお答えをいただきました。私はやぶさかではないという、そのお答えが、はっきり認識で

きなかったので、調べてみたら、喜んで何とかするという、そういう意味だということで、とて

もうれしく思っております。既に行動もしていただいているようでありますが、本町の公の施設

であります図書館とか管理センター、また役場などに、まだ設置されておりません。コロナ禍の

中、相談したくても、どこに、何を、どういうふうに相談していいか分からないというような方

もいらっしゃるのではないかなと思います。その方たちのためにも、ぜひ生理用品の中に悩み相

談支援の窓口を提示するなどの工夫をお願いして、設置していただけないかなと思います。早速、

置いていただきたいと思いますが、町長いかがでしょうか。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  そうですね。設置に関して、配付をするということについては前向き

にというふうに考えておりますけれども、管理の在り方が課題だなというふうに思っておりまし

て、本当に必要とする方、そして自由に持っていっていいんだということではあるのですけれど

も、そこについては、多少、必要な方かどうかというところも、どう判断するかというところが

なかなか難しいなというところを少し悩んでおりますけれども、あるだけ配付するということに

なるのか、そこら辺りの決まり事といいますか、やり方を、まだ決め切れていないところがあり

ますので、学校辺りですと、保健室などを通じてということがあるんですけれども、一般の施設

等については、まだそこまで決め切れていないというところが実情でありますので、また意見も

聞きながら、前向きに実施ができないかということについて検討したいと思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  中島早苗議員。 

○議員（８番 中島 早苗議員）  ぜひ、試験的にでもいいですので、設置していただいて、状況

的に月１回のことですので、頻繁に持っていくとかということではないかなと思いますので、ぜ

ひ試験的にでも設置していただいて、状況を見ていただくこともありかなと思っております。ま

だまだコロナが終息しないという状況下にありまして、公共施設や学校に生理用品を備えるとい

うことで、自由にそれが受け取れる、それだけでも心も体も救われる人がいるとの前提の下に、

寄り添った支援をしていただくとありがたいなと思っております。 

 それに対して、もう一つ関連で町長にお伺いしたいことがあります。他の市町村においては、

災害時のための生理用品の備蓄を配付しているところがあります、今回の生理の貧困ということ
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でですね。私が調べたところによりますと、本町においては生理用品の備蓄はありませんでした。

生理用品は、女性にとっては、先ほどから言っておりますように、身体的なものですので、大変

必要なものでございます。ぜひ備蓄をしていただきたいと思います。 

 また、私が質問して、３月に予算化していただいた液体ミルクの備蓄品も一覧表に入っていま

せんでした。どうして入っていないのですかと聞いたところ、この一覧表が３月３１日付ですの

で、まだ載っていませんとのことでした。もう何か月もたっております。ぜひしっかりと対応し

ていただきたいと思います。 

 また本町において、備蓄品を決めるときはどのようにしているかと聞いたところ、消費期限、

賞味期限が過ぎたものなど、補充するだけですとのことでした。備蓄品についての話合いなどの

ことも聞きましたが、ここ数年来、あってないとのことです。役場は町民の命、財産を守るとい

う責任があります。自然災害が頻繁に起こっている今日であります。本当に災害は忘れたころに

やってくると申します。備蓄を含む防災に対しての取組は重要だと考えております。また、その

際は、ぜひ数名の女性の参加を必ずお願いしたいと思います。町長、いかがでしょうか。お考え

をお伺いいたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  そうですね。災害時の対応等を考えたときには、必要な備蓄品になる

のかなというふうに思います。先日も高千穂町の第２期の男女共同参画基本計画の策定委員会を

させていただきましたけれども、その計画の中には、防災とか、あるいは災害からの復興といっ

た視点も盛り込む必要があるということであります。国の方針としてそうだと。当然、女性の意

見を聞き、女性が関わったときに必要なものということは、視点として出てくるのかなと思いま

すので、また総務課の防災のほうで、そういった意見があったということを反映できるように、

リストの変更ができていなかったということがあるようですけれども、そこら辺りもしっかりと

対応できるように考えたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  中島早苗議員。 

○議員（８番 中島 早苗議員）  本当に、その辺よろしくお願いしたいと思います。 

 何で私が女性女性と言うかと申しますと、この一覧表の中をぱっと見たときに、女性の目線が

入っていないんじゃないかなというのをすごく感じたんです。その大きな例といたしまして、男

性のトランクスは備蓄品に上がっていたんです。でも、女性のショーツとか、そういうのは一切

ないんです。子供のもそうなのですけれども。本当に、こういう備蓄品とかというのは、生活用

品でもあります。そういう生活に根差した、一番身近な女性が入るべきではないかなというよう

に考えましたので、今回、町長にお願いしたところでございます。 
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 次に、教育長にお伺いいたします。町内の小中学校においても、生理用品の無償配付の設置を

するお考えはないでしょうか。また、教育長の生理の貧困についてのお考えをぜひお示しくださ

い。 

○議長（坂本 弘明議員）  教育長。 

○教育長（戸敷 二郎教育長）  中島議員の御質問にお答えいたしたいと思います。 

 まず、町内の状況ですけれども、ここに県立学校の通知文がございます。１１月１９日付で、

この中を見ますと、１１月下旬から、順次、原則女子トイレの個室に配備すると。原則という言

葉がついております。必ずしもということではないです。 

 町内の状況について、先ほど町長の答弁にもございましたけれども、８月下旬に呼びかけをし

たということですが、町の養護教諭部会、保健室の先生方の会議があります。そちらのほうに問

合せをいたしましたが、御案内のとおり、貧困とは別に、急に始まったという子供に対しての緊

急避難的な配置は保健室のほうにずっと前からしてあるということです。今回の、こういう一連

の流れを受けて、学校でどうするかということを諮問したんですけれども、基本的に保健室に置

くということを変更する予定はないということでございました。先ほどから答弁の中にもありま

すけれども、必ずしもトイレに置くことで、確かに誰でも持っていけるんですけれども、本当に

貧困、困っているという子供だけに渡るのだろうかということが、養護教諭部会の中でも話題に

されたと。保健室のほうにいつでも取りに来てよろしいということは、校内でも周知してありま

すし、各クラスのほうでも周知をしてあるというようなことです。 

 これまでは保健室で借りた分は、後から返してくださいねという、そういう対応もあったそう

なんですが、それは養護教諭のほうで個別に判断をして、貧困であるというような判断をした場

合は、返さなくてよろしいと、そういう対応をしていきますということでした。 

 先ほど、中島議員のお話にもありましたが、生理用品だけではなくて、実際のところ下着の着

替えであったりとか、それからズボンとかスカートとか、そういったものも準備してある保健室

もあるというようなことですので、それをまた返すのか、返さないのかというようなことは、ま

たケースバイケースだと思いますけれども、そういう状況であるということです。 

 その直後に、校長会がございましたので、校長たちのほうにも、再度、確認をしましたが、当

面は町内小中学校は保健室に置いて従来の対応を続けるというようなことでございました。 

 それから、考え方をということなのですけれども、もう御指摘のとおり、きちんと貧困の状態

にある子供には確実に届くようにということでございますが、中島議員のお話の中にもありまし

たが、生理用品だけではなくて、経済的な理由もあるでしょうけれども、食事の面であったり、

衛生の面であったり、文房具の内容であったり、服装とか、そういった意味で貧困を感じるよう

な児童生徒も見受けられます。そういった者に対して、もしくはヤングケアラー、最近はそうい
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う言い方をされておりますけれども、それが心配される生徒も報告が上がってきております。そ

れから虐待、そういったことも心配な情報が上がってきておりますので、そういったところは教

育委員会だけではなくて、福祉課とも連携しながら、きちんとした手当がタイミングよく出せる

ようにということで、日々動いているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（坂本 弘明議員）  中島早苗議員。 

○議員（８番 中島 早苗議員）  各学校において、様々な取組があるというのは、本当に考えら

れることであります。本町において、生理の貧困についてどういうふうな状況かということで、

今、教育長のお話と重複するかもしれませんけれども、私も教育委員会のほうの部分で、各学校

の現場の状況を聞いていただきました。その中で、ナプキンをどこに置いておりますかというこ

とで、一応、保健室ということでした。保健室ということに対して、理由は何ですかということ

で、教育長がおっしゃっていますように、生理の貧困となるような家庭の状況を知るためにも、

児童生徒のフォローをするためにも、保健室というのはすごく大事なことではないかなという理

由でした。 

 ２点目に、生理用品の利用状況はということを聞きましたら、各１校ずつ、小学校、中学校で

ありますということでした。 

 ３点目に、生理の貧困と思われる世帯はどうですかとお聞きしたところ、ありますと。中学校

なのですけれども、１校があると回答しております。 

 あと、保健室への相談というのは、頻繁にあるかという質問に対しては、あると答えてくださ

ったところが中学校１校でした。相談内容は、どういった内容かということも書いてございまし

て、生理用品などの買い置きが家にありませんということでした。 

 ５点目に、学校に生理用品を配置すべきかということに対しましては、多分、これは保健室の

先生のお考えの回答だと思うのですけれども、全校で必要というふうに回答してくださっており

ます。 

 既に実施している対応はどういうことですかという質問に対しては、さっき教育長がおっしゃ

っていましたように、生理用品を学校予算で購入して利用した分は、後日返してもらうというふ

うな形を取っております。生理用品についての相談というのはありますかということに対しては、

各小学校、中学校１校、ありました。 

 生理の貧困というのは、学校現場においては既に気をつけながら配慮し、対応されているよう

に私も思いましたけれども、今まで生理用品を借りに保健室に行ったら、返却しなくてはいけな

いという御答弁でありましたけれども、今後も子供たちの状況によっては返却していただくとい

うような形になるのでしょうか。教育長、御答弁をお願いします。 
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○議長（坂本 弘明議員）  教育長。 

○教育長（戸敷 二郎教育長）  返却のことにつきましては、先ほど申し上げましたように、状況

に応じてというふうに養護教諭のほうからは聞いておりますので、今回から全員返さなくていい

よというところまでは、まだ至っておりません。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  中島早苗議員。 

○議員（８番 中島 早苗議員）  ぜひ、返却しなくていいというふうな形を取っていただきたい

なと思います。そんなに１つが何百円も何千円もするというようなものではありませんので、そ

れは勇気を持って、ぜひくださいと保健室に行った子がいるとすれば、返却はしなくていいとい

うふうな、せめてそういった部分では考慮していただきたいなというふうに思います。 

 また、ある方の話が載っていたのですけれども、小学校、中学校という年齢のときに、自分も

貧困でありましたということで書いてあったのですけれども、生理用品がなくても構わないとい

うふうに、ずっと自分は思っていた。それが不自然なこととは思っていなかったというような、

そういう子供時代を過ごしたという方の記事が載っていました。本当に微妙な問題ですが、家庭

がそういう家庭であれば、別に意識しない子供たちもいるんじゃないかなというふうに考えます。

ですので、ぜひその辺のことを思いやっていただいて、対応していただくとありがたいかなと思

っております。 

 小学校、中学校において本当に大事なことは子供の状況に気づくことと思いますし、悩んでい

る子供、苦しんでいる子供の変化にいち早くキャッチできるという観点からは、保健室で配付す

るのも本当に大切だと思っております。しかし、女子トイレに生理用品を設置していただいて、

誰にも知られなくて、こっそり使用することができれば、また勇気がなくて保健室に行けない子

供も助かるのではないかなと思いますので、両方設置するということも考えていただいて、また

検討していただきたいと思います。その際、女子トイレ内に保健室にも生理用品が用意してあり

ます、生理について分からないことがあったら保健室に来てねなどと、かわいく掲示することや、

またトイレにカードを置いて、そのカードを保健室に持っていき、生理用品をもらうなどの様々

な工夫をお願いしたいなと思っております。 

 学校現場において、生理の貧困が根底にあって、生理用品を買えない状況と分かった子供さん

もいらっしゃるかなというふうに思います。その場合、無償配付の取組というのはどのようにさ

れるか、いま一度、教育長にお伺いいたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  教育長。 

○教育長（戸敷 二郎教育長）  今の最後の部分、もう一度よろしいでしょうか。 

○議員（８番 中島 早苗議員）  保健室の先生が、この子はただ単に生理用品がないんじゃなく
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て、貧困によって生理用品を買うことができないという子供さんだなということが分かった場合、

学校の対応としてはどのようにされるのかということをお伺いしたいと思います。 

○議長（坂本 弘明議員）  教育長。 

○教育長（戸敷 二郎教育長）  先ほどの答弁にもありましたけれども、いろんなきっかけにより

貧困が見えてくる、分かってくるという場面がありますので、学校だけでは対応できない部分も

ございます。民生委員さんとか、いろんな方たちからも情報をいただきながら、総合的に支援が

できるようにということで、校長を中心に早急な対応を、これまでもしておりますけれども、さ

らにそこを強化していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（坂本 弘明議員）  中島早苗議員。 

○議員（８番 中島 早苗議員）  本当にデリケートな問題であります。どうしたら子供たちが気

軽に自分に必要な生理用品をもらえるか、また、必要な子に必要な分が手に届くやり方があるの

か、ぜひぜひ検討していただければと思います。 

 また、今回の質問は、女性特有のことで分かりづらく、答弁しにくかったのではないかと思い

ます。町長、教育長ともに、しかし前向きの答弁をいただきました。しっかりとした取組をよろ

しくお願いしたいと思っております。 

 最後になりますが、生理の貧困問題というのは、本当にきっかけに過ぎないと思います。最も

大事なことは、無償配付したからそれでいいということではなくて、これをきっかけに一人一人

が抱えている問題に、どう寄り添っていけるかだと思っております。誰一人置き去りにしないと

いうＳＤＧｓの考え方の下、ぜひ本町においては、困窮している女性、子供たちの支援をしっか

りしていっていただきたいと要望しまして、私の一般質問を終わります。ありがとうございます。 

 以上です。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（坂本 弘明議員）  ここで２時５５分まで休憩いたします。 

午後２時47分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時54分再開 

○議長（坂本 弘明議員）  それでは、会議を再開いたします。 

 次に、田中義了議員の質問を許します。質問席に登壇願います。 

○議員（２番 田中 義了議員）  ２番、田中義了。２つのテーマで一般質問の提出をしておりま

すが、その前に、なぜこういう質問をするかということ、自分の思いを少し伝えさせてください。 

 今日も議員の控室で見渡したら、高千穂中学校の後輩が１人しかいなかったんですよ。しかも、
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岩戸中から途中で高千穂中に替わってきた。だから、寂しい思いをしているんですけど。 

 というのは、昭和５４年ですか。２億何千万円もかけて高千穂中を新築したんですけど、反対

側で御塩井の崖が崩れて、それで、反対側のほうに校舎を持っていったんですけどね。その記載

が、高千穂百景の年史にも載っていないんですよ。高千穂中学校の新築が。 

 何でかというと、質問の中で老朽化のことを話しております。えっ、耐用年数何年たっている

んだろうかというふうにして調べたんですね。そしたら、これにはありませんでした。 

 それで、高千穂中学校３０年史で「勾玉」というのを出したんですよ。その中に、坂本来町長

さんが当時、２億何千万円で建てたという記載をされておりました。なぜ町史から落とされてい

るのかというので、ちょっと立腹いたしました。 

 また、私どもが最初の校舎は反対側にあって、御塩井の側にあって、御塩井のボート乗り場の

ほうに崖崩れがあったんです。それで、今回は青葉谷のほうでありました。したがって、早急に、

もう移転検討会を立ち上げてもよかったんじゃないかというふうに私は考えております。 

 でも、議員の仲間に高千穂中学校の卒業生にもなって、昔は知らなかったんじゃないか。自分

たちはグラウンドを広げるのに、もっこを担いでグラウンドを広げたんですよね。その前も先輩

たちもやっていたんですけど、村社講平さんが来て、４００メートルのグラウンドを１周しまし

た。そういう思い出があります。 

 また、剣道も、私は中学校、高校、新聞部で育ちました。高校１年のときに、玉竜旗に優勝す

るかもしれないということで、福岡市まで、新聞で取材に行きました。そこで優勝したんです。 

 それで、帰ってきてパレードもやりました。その記事がどこにも載っていないんですよ。町史

に。いつか、だれか気が付いて載せてくれるんじゃないかと思っていたんですけど。また、今年

の春には佐伯先生が高千穂高校に戻ってこられました。１０年ぶりぐらいだと思いますけど、な

ぜ帰ってきたのか。 

 私はすぐ思いましたね。国民スポーツ大会で高千穂町が剣道をやるということで戻されたんじ

ゃないかと私は考えております。でも、先生にはまだ一言も聞いておりません。聞くところによ

ると、剣道関係者の中で、ある程度動きがないと、何か、いざこざがあったりしてという話も聞

いております。だから、町が動く、動かない前に、やはり、剣道連盟の人たちに、一生懸命、高

千穂の町のために頑張ってくれとお願いすべきじゃないかと思っております。 

 もう１つは、「なつかしき未来」という高千穂鉄道の沿革史が出ております。その中に、町長

は書いていらっしゃいました。鉄橋の上で車掌さんが刈干切を歌って、そういうのは懐かしいと

いうような感じの文章だったと思います。あの汽車の中で歌っていたのは私のおじきです。刈干

切唄を歌ってくれました。私も何度も聞きました。 

 聞くところによると、私なんかも高千穂鉄橋の思い出もあるんですけど、刈干切唄も高千穂町
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で最近歌われなくなってきたという町民の声も聞きます。それから、町役場の職員で歌える人が

何人いるだろうと問いかけられました。また、小学校、中学校、高校で刈干切唄を覚えさせてほ

しいという人もいます。私も時々、国見ケ丘に、あるいは天安河原で友人が来たら歌ってあげま

す。田中節で。そういうことがあって、今回の質問に至ったわけです。 

 したがって、質問は短いですけど、お答え願いたいと思います。 

 高千穂中学校の移転・建て替えについて。 

 第３回定例会において、高千穂高等学校との中高連携が困難になり、高千穂中学校の移転・建

て替えや上野中学校との統合に新しい校舎に迎えたいというような考え方でお聞きいたしました。

町長の具体的な今後の中学校の建て替え構想についてお聞きしたいと思います。 

 また、高千穂中学校の老朽化と高千穂鉄道跡地の公園化が同時期になるんじゃないかというふ

うに危惧しております。また、それ以外にも、インフラ整備がもう、日本全国で５０年以上の耐

用年数のところがトンネル、橋、多くなってきております。そういうのがダブってというよりも、

重なって、今から生じてきます。 

 そのためには、どこでどういうふうにやるか、順番付けをしないといけないと思います。そう

いうことを考えて、町長の考えを問います。 

 国民スポーツ大会・剣道問題についてです。 

 ２０２７年に宮崎県において、国民スポーツ大会が開催予定で、剣道全種目が、高千穂町にお

いて行われるというのは知っております。ところが、第６次高千穂町総合長期計画、第２期高千

穂まち・ひと・しごと創生総合戦略に、剣道の町の本町なのに、一言も触れなかったのはなぜか

を問います。 

 ２つ目、剣道は昭和５４年１０月１５日、１７日の国民大会、高千穂町の剣道会場で行われ、

たしか、聖火というか、かがり火というか、それを国見ヶ丘で採火したというふうに私は聞いて

おります。そのときに、宮崎県選手少年の部、青年の部ともに優勝したのは、高千穂図書館の裏

山に石の文が残っております。 

 私がこの質問を書くときに５１年と書いたんですよね。そしたら、議員の３名方から、それは

５４年だよ。自分たちはそれにタッチしたよというような話も聞かされております。 

 今度の剣道会場としては、施設は、武道館はありますけど、練習場とかそういうのも含めてど

ういう施設を使うのか。その施設は補修、改修を必要としないのかを伺います。 

 ３つ目、剣道大会には全国からの関係者、来町数はいかほど想定されるのか、お伺いいたしま

す。 

 剣道大会は６年先ですが、全国からの関係者の来町とともに、保護者あたりもついてくるんじ

ゃないかと思います。高千穂の地名はそれほど高いのです。だから、どういう人数によって高千
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穂町は対応することになるかを伺いたいと思います。 

 剣道大会は６年先ですけど、既に準備はどうなっているのか。そして、その予算措置は、を問

います。 

 前回の高千穂国体実行委員長に高千穂町長が就任しています。今回はどうなるのか。また、現

在行われております宮崎県準備委員会や専門委員会に、高千穂の関係者が、だれがタッチされて

いるのかを伺いたいと思います。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長、登壇願います。 

○町長（甲斐 宗之町長）  それでは、田中義了議員の高千穂中学校の移転・建て替えについての

御質問にお答えいたします。 

 高千穂中学校は、経年による老朽化が進み、また、学校周辺は急傾斜危険区域が存在している

ため、移転・建て替えが必要と考えております。 

 現時点で具体的な計画はまだございませんが、建て替えに当たっては、学校、保護者、地域の

皆様による、これ仮称ですが、学校建設検討委員会を早急に立ち上げ、移転先の検討を始める必

要があると考えているところでございます。 

 次に、高千穂鉄橋の歩廊化工事と高千穂中学校の移転・建て替え工事の優先順位をどうするの

かという御質問でございます。 

 鉄道公園化につきましては、現在、鉄道公園全体の基本計画・基本設計・民間活力導入可能性

調査を行っておりまして、３月には、需要予測を含めた計画をお示しできると考えております。 

 高千穂鉄橋の歩廊化につきましては、令和４年度に鉄橋の補修、耐震設計及び鉄橋歩廊化の実

施設計を行い、令和５年度から６年度にかけまして、補修・耐震工事並びに歩廊化工事を行いた

いと考えております。 

 なお、地元からは、中川登集落内に安全上、観光客の車を通過させないでほしいという要望が

上がっており、そうなりますと、県道７号線栃又側から現地に橋梁を新設する必要があり、その

工事期間が、ボーリング調査を含めまして５年程度かかる見込みであり、その工事次第では、鉄

橋の歩廊化工事も遅れてくることと考えております。 

 高千穂中学校の移転・建て替え工事との優先順位につきましては、いずれにしても、計画や設

計がしっかりとでき上がり、財源の確保ができたところから順に着工してまいることになると考

えております。 

 次に、国民スポーツ大会・剣道（全種目）の開催についての御質問にお答えいたします。こち

らは、後ほど、教育長も答弁させていただきます。 

初めに、第６次総合長期計画、第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略に「剣道の町」が触れ
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ていないのはなぜかという御質問でございますが、令和３年度から令和１２年度を計画期間とし

た第６次高千穂町総合長期計画、第２期高千穂町まち・ひと・しごと創生総合戦略につきまして

は、令和元年度から、策定に向けて取り組んでまいりまして、町民アンケート、中学生・高校生

アンケート、各課ヒアリング及びパブリックコメントを実施し、議会での協議をお願いし、令和

３年３月議会での答申をいただき、策定をしたところであります。 

 計画策定期間中に、令和９年度の国民スポーツ大会が宮崎県で開催される予定であることから、

県へ剣道競技会場の要望を行ったところでありますが、競技会場としての候補地ではあったもの

の、決定通知までには至っておりませんし、国民スポーツ大会の開催につきましては、県主導の

事業となることから、今回の第６次高千穂町総合長期計画、第２期高千穂町まち・ひと・しごと

創生総合戦略には盛り込んでおりません。 

 以上、私からの答弁といたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  教育長、登壇願います。 

○教育長（戸敷 二郎教育長）  それでは、私のほうから、田中義了議員の国民スポーツ大会・剣

道開催についての御質問にお答えをいたします。 

 御質問２からの、剣道会場施設の補修・改修についてお答えいたします。 

 施設の補修や改修については、正式に決定されれば、第８１回国民スポーツ大会市町村競技施

設整備費補助金を活用して実施する予定でございます。来年、令和４年１月１２日に全日本剣道

連盟を交えての会場視察が実施されますので、その際の指摘事項を受けてから、補修や改修を検

討したいと考えております。 

 次に、３の剣道大会への全国からの関係者来町者数についての御質問でございますが、県の国

民スポーツ大会準備課の推計によりますと、剣道競技には選手が４７５名、競技役員１１２名の、

計５８７名が来町されると予想しております。 

 次に、４の６年先の剣道大会の準備と予算措置についての御質問でございますが、現在も、県

の国民スポーツ大会準備課と連携し、大会への準備を進めております。大会開催３年前の令和

６年度には、高千穂町国スポ実行委員会の設置が必須となります。 

 令和元年度全国高校総合体育大会登山大会が高千穂町で開催された際には、大会専属職員が配

備されました。国スポにおいても、専属職員の配備が必要となることから、その人件費や前述し

た施設の補修や改修に係る予算が必要になると思われます。 

 最後に、５番目の高千穂町国スポ大会の実行委員会への町長就任、宮崎県準備委員会への関係

者の参加についての御質問でございますが、令和６年度に設置が必須となる高千穂町国スポ実行

委員会には、町長に会長として就任していただく予定でございます。 

 現在も、町長は宮崎県準備委員会の常任委員に就任し、総会等に出席しております。また、教
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育委員会の社会体育係の担当者が定期的に市町村担当者会に参加し、県と連携し、国体への準備

を進めているところでございます。 

 先週木曜日にも県の担当者が参りまして、この庁舎内で、１月１２日の視察の打ち合わせを終

えているところであります。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  田中義了議員。 

○議員（２番 田中 義了議員）  まだ日が浅いもんですから、担当部課、ちょっとわからないの

で、町長、教育長、答えられないときは担当部署に回してください。お願いします。 

 学校建設検討委員会が早急に立ち上げては、前には書いてあるんですけど、必要があると考え

ているという文章になっているんですよ。いつ、どこの時点で立ち上げるのかをお聞きしたいと

思います。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  田中議員の御質問にお答えいたします。 

 高校の中の校舎を利用するということがなかなか厳しいということでありますので、実際、町

で場所の選定ということを取りかかる必要があるということで、教育委員会とも協議をしている

ところではありますけれども、高千穂町の三田井地区の土地条件というところで、やはり、町主

導で場所を探していくというところはなかなか厳しいところがあるなというところでございまし

て、やはり、地理に詳しい方、そして通学ということを考えたときに、やはり、余りにも離れた

ところでは不都合が生じるかなということがありますので、そういった関係者、保護者また学校、

そして、地域の代表者の皆様と、集まっていただいてのそういった検討委員会を立ち上げたいと

いうことで考えております。 

 私どもとしては、早急にとは考えているんですが、今はまだ準備中でありますけれども、でき

る限り、年度内には立ち上げて、次に、新たなステップが踏んでいけるように準備をしたいとい

うふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  田中義了議員。 

○議員（２番 田中 義了議員）  その検討委員会に参加するのに、地域という言葉が使ってある

んですよ。高千穂中学、全町１つになる予定ではないんでしょうか。そうすれば、町民代表で構

成してほしいと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  そうですね。上野はまだ、まだまだいろいろと意思疎通を図りつつ、

御意向をＰＴＡの皆様方にお伺いしているということでございまして、現時点で、上野も一緒に



- 61 - 

なるということは、念頭に置きつつですけども、慎重な協議が必要だと思います。 

 そういった場合にはやはり、全町はないということになりますので、地域の公民館長さんであ

るとか、あるいは、それぞれのＰＴＡの皆様方、そういった方も代表者に入っていただくような

検討委員会ということで、イメージをしているところです。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  田中義了議員。 

○議員（２番 田中 義了議員）  先に、今年ですか。上野から高千穂中に進学する子供が半分ぐ

らい来ている。早急にしないと、生徒のいない上野中学というものが残るんじゃないでしょうか。

どういうふうに想定されているんでしょうか。 

教育長いいですか。 

○議長（坂本 弘明議員）  教育長。 

○教育長（戸敷 二郎教育長）  田中議員の御質問にお答えします。 

 前回の議会でもお話をしたと思いますが、昨年度でしょうか。田原中学校と上野中学校のほう

に、教育委員会のほうからお話をして、結果的には、田原中学校だけということで、上野中学校

のほうは、再度検討するということで引き継いでおります。 

 私のほうが１０月８日にＰＴＡの三役と、今後の考え方について協議したことはこの議会でお

伝えしましたが、その場で、今度はＰＴＡ全体に同じ話をしてほしいということでしたので、

１１月２９日でしたけども、今度は、全部のＰＴＡの方の前で同じ話をさせていただきました。 

 その場でお伝えしたのは、もうこの間の議会でお話ししたとおり、３つの選択肢をもう一回考

えてください。 

 １つは、そのまま上野中学校が残ると。もう１つは、高千穂中学校のほうに統合する。３つ目

が義務教育学校としての存続を目指すと、この３択のうち、どれが子供にとって一番ベストであ

るかということで、話し合いをしてまいりましょうということで、今、上野地区のほうでは、そ

の話し合いのメンバーを急ぎ集めて選考して、組織立てをされているというところです。 

 その話の中で、今、田中議員のほうからありました生徒数の問題も話題にしたんですが、現在、

上野小学校の子供たちが全て、上野中学校に進級をする、入学をすると考えますと、現在本年度

が２９名、中学校が２９名ですが、残り、この先７年間は、大体２９から３５の間で中学校の生

徒数が動きます。 

 ただし、部活動等で上野にないので、高千穂中にということであれば、随分前から認めており

ますので、そういった数は含まずに、純粋に上野小学校から入学すると考えると、向こう７年、

２７から３５人で動いてまいりますので、そのことも確認をしてあるところでございます。 

 以上です。 
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○議長（坂本 弘明議員）  田中義了議員。 

○議員（２番 田中 義了議員）  町長にお尋ねします。 

 岩戸中学校が高千穂中学校に統合されるときに、保護者の方は詳しい説明を受けていたけど、

後で、子供さんのいない地域の人たちから、４月もう統合されるのに、１月ぐらいになって、宮

崎県教委に陳情したいというような動きを示していました。したがって、町広報でもいいですし、

地域の住民にも詳しく説明してあげないと、学校１つがなくなるということは、地区全体の、町

全体の問題だろうと思うんですよ。 

 したがって、その保護者はもう、自分の子供が卒業してしまえばそれで終わりなんですけど、

町に残る人たちがいるわけですよ、まだ。そういうことを懸念しておりますので、そういう手当

てを町長、どういうふうに考えていらっしゃるか、教えてください。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  御質問にお答えいたします。 

 確かに、岩戸中学校統合再編というところにつきましては、様々に地元からのお声が上がって

きた。話の出し方、また、議論の仕方というところも、様々にタイミングも含めてですけれども、

あったというふうに認識をしております。 

 あのときも、保護者の皆様方の多くは、子供たちのことを考えれば、高千穂中学校と統合が望

ましいという意見でありましたけども、やはり、地域から学校がなくなるということはよろしく

ないと、活気が失われるということで、地元からの反対があったということは認識をしておりま

す。 

 また、田原についても上野についてもですけれども、やっぱり、議論の中で、あたかもそれが

決まったような言いぶりをしてしまうということについては、やっぱり反発を買うというところ

があるのかなと思っておりますので、そこらあたり、まずは、教育長が今お話を説明しましたと

おり、ＰＴＡの皆さんの意向を、まずは最優先したいと思いますけれども、そこが決まらない段

階で、地元の地域の皆さんからの声に押されてしまう。 

 結局、そういうことになってしまうと、地元の人たちは反対だと言っているけれども、保護者

は統合したいということになれば、結局、大半が高千穂中学校に来てしまう。つまり、上野中で

残る生徒さんが少なく、本当に少人数での学習、また、部活も成り立たないということになりま

すので、そういったことのないように、まずは、ＰＴＡから今、お話をしておりますけれども、

ＰＴＡの御意向が固まってくるということについて、まずはそこを最大限、優先させていただき

まして、早い段階で、また地域の皆様にも同じように説明をして理解をいただくという段階を経

ていきたい。それが余りに遅くならないような形の取組をしていきたいというふうに考えており

ます。 
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 教育委員会、教育長のほうで主導して、その取組を進めていっていただくというふうに私は認

識をしております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  田中義了議員。 

○議員（２番 田中 義了議員）  教育長にお尋ねいたします。 

 統廃合、進んでいるわけですけど、一極集中じゃないんですけど、高千穂中になってしまうと、

ふれあいバスを利用してのスクールバスは運行されていると思うんですけど、高千穂町自体でス

クールバスを持つことは考えられないでしょうか。 

○議長（坂本 弘明議員）  教育長。 

○教育長（戸敷 二郎教育長）  御質問にお答えします。 

 子供たちの通学手段としてのスクールバスというふうに思いますが、御案内のとおり、岩戸中

学校の閉校の折には、スクールバスではなくて、町内を走っております路線バス、ふれあいバス

を、ダイヤを変更いたしまして、学校の校時程に合うように、部活動をする子、しない子、そう

いうものに全て変更していただいて、町内の路線バスを利用しております。 

 田原中学校、この４月からスタートしておりますが、これ、スクールバスではなくて貸切りバ

スという形をとっております。スクールバスというと、また、いろんな法律の縛りがございまし

て、なかなか維持をしていくのも大変だというようなことで、役場のほうで、貸切りということ

で、もう単純に、田原地区の子供の通学のみの専用バスということ、ですから、スクールバスで

はないということになります。 

 そういう形で、将来的に、上野のほうが同じように統合するとなれば、田原方面のほうはダイ

ヤの変更が難しいということでしたので、田原、上野については、専用の貸切りバス。 

 先ほど、人数のことを申し上げましたが、今の人数でくっついたときには、朝晩走らせている

バスでは座席が足りませんので、合計で五十五、六人になりますので、大型バスに変更して、そ

れを貸切りバスとして走らせるということを想定しております。 

 以上でございます。 

○議長（坂本 弘明議員）  田中義了議員。 

○議員（２番 田中 義了議員）  なぜ、バスの問題を出したかというのは、私のところの下の武

道館のあたりに、私立高校のバスが迎えに来ているんですよ。延岡から２台ぐらい。学校は違い

ますけど。そういう不便さを、中学・高校一貫校に行く子供たちが高千穂から多くなるんじゃな

いかと。 

 高千穂中に統合してしまって、足の便が悪かったら、もうどうせ寮に入ったらいいぞという話

になって、優秀な子供たちが高千穂を去っていくんじゃないか、そういう懸念を持っているんで



- 64 - 

すけど、教育長はいかがでしょうか。 

○議長（坂本 弘明議員）  教育長。 

○教育長（戸敷 二郎教育長）  お答えします。 

 今の御質問だと、小学校を卒業したら、もう既に私立の中学校に行くのではないかという御質

問でよろしいでしょうか。 

 確かに、選択肢としては、私立の中学校からバスが実際来ておりますので、選択肢としてはあ

るというふうに思いますが、大人数がその選択をするということは、今のところ、私は想定はし

ていないところです。 

 中学校までは、どうしても地元で、親元でということを私個人も思っておりますし、高等学校

は、学科の関係で、どうしても郡内、町内にない、高千穂高校にない学科については、昔から延

岡のほうに出ていっておりますので、それはもうやむを得ないと思うんですが、今のところ、小

学校卒業段階で、私立の中学校に行くという流れは、そんなに大きくはならないというふうに判

断をしております。 

 以上でございます。 

○議長（坂本 弘明議員）  田中義了議員。 

○議員（２番 田中 義了議員）  町長にお尋ねいたします。 

 鉄道公園の関係はもう、何年になるんですかね。もう１０年近くになるんですかね、構想を始

めて。昔から、もう聞いていたんですけどね。あそこの橋を渡ったらという話があって。それで

今まで、業者と契約した金額はどれほどのものだったのか、決算額はわかりますでしょうか。そ

の会社は、どこに所在するのか本社が。東京なのか、高千穂なのか、教えてください。 

○議長（坂本 弘明議員）  田中議員に申し上げます。通告と関連がございますか。 

○議員（２番 田中 義了議員）  通告した歩廊化を何年ぐらいでやり遂げるのかという形と、そ

れと熱意。私はもう、今年で７,０００万円か８,０００万円つかっていると思うんですよ。その

成果物を町民に知らせてほしいんです。 

 もう本当に熱意があるんだったら、こういうことをやっておりますと。ロビーあたりでもいい

から、そういうコーナーを設けて、本当にやるんだったら、そういう熱意を持ってやってもらい

たい。 

 先月に議員が九重町に行って、聞いてきました、いろんなことを。そしたらもう、町長か何人

かが行って、もう先に、４年前に聞いていらっしゃったという話です。でも、あそこの町は、た

しか合併反対で動いて、町民が一体になってああいう事業を起こしたんですよ。たしか、地熱発

電も一緒だったんですかね。３つぐらいの事業をやったんですよ。そういう熱意を、もし高千穂

町で本当にやるんだったら見せてほしいと思って。それで、何千万円もかかった成果物を町民に
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見せてほしいと思っております。そういうことで、関連質問みたいになりますけど、質問いたし

ました。 

○議長（坂本 弘明議員）  答弁。総合政策課長。 

○総合政策課長（戸髙 雄司課長）  今現在、手元のほうにはその資料がございませんので、また、

この鉄道公園化に関しましての委託に関しましては一覧表を提出したいと思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  失礼いたしました。今ちょっと、その質問については想定してなかっ

たので、今、資料を持ち合わせておりませんけれども、宮崎のほうから来ていただいている事業

者さんにお願いをしておりますが、高千穂町としてしっかりやりたいという熱意についてはお示

しができるように、構想の流れ、検討の流れについては、何らかの形でお示しができるようにし

たいと思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  田中義了議員。 

○議員（２番 田中 義了議員）  現在、高千穂町の基金は、たしか２８億円ぐらいだと思います

けど、高千穂中学校の建て替えの問題、さらには、この本庁舎の建て替えの問題、いろいろ、今

からインフラ整備の関係があって、同じ同時時期になってくるんじゃないかという懸念を持って

おります。 

 したがって、町長答弁で、取付道路なんかの関係があって、５年先ぐらいになると、遅れるか

もしれんという話もありました。したがって、今すぐの話でないんで、具体的な話が余りできま

せんけど、夢は夢でもいいんですけど、だめなときはもうだめで、そこでやめてもらいたい。私

は思っております。後年度負担にならないように。 

 そういう関係で、契約の関係ももっと聞きたかったんですけど、もし、そういう構想があるん

だったら、ロビーあたりに、こういう構想でと、大きな写真でもいいですから貼ったり、そうい

う行動をとってほしいと私は思っております。 

 次に、国民スポーツ大会についてお伺いします。 

 長期計画では全然触れなかったと回答があって、実際見ていても、どこにも剣道の「け」の字

もないんですけど、第４次計画のときには、剣道の町、それから、高千穂温泉の湯、それから焼

酎の町とかですね、あそこの高千穂温泉にのれんがかかっていました。４次計画のときにも４つ

の目標で、剣道の町もありました。 

 それで、ページより前に高千穂峡夜神楽、それから、剣道が写真で大きく表示されていました。

それに比べると、何か第６次が、だれか他人がつくったんじゃないかと。町の職員がつくったよ
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うな冊子じゃないような気がしているんですよ。 

 それで、剣道についてまた戻りますけど、高千穂で、高校が寒稽古あたりやっていたときに、

宮崎市に武道館ができたんですよ、大きな。したがって、高千穂でできなきゃ宮崎でやるよとい

うような感じが県にあるんじゃないかと懸念しております。 

 したがって、ある程度動きを見せないといけないんじゃないかと。６年先だからいいだろうと

か、まだ決定していないからいいだろうという感じじゃなくて、積極的に受入れ態勢をつくるべ

きじゃないかと思っております。 

 というのは、高千穂町の宿泊施設の一覧を見ました。そしたら、３６施設のうち、素泊まりが

１９なんですよ。今までの老舗の旅館も素泊まりになっています。そうすると、剣道関係者が来

たときに、泊まるところはもとより、食事をするところがないんじゃないかというふうに懸念し

ております。 

 それは、五ヶ瀬町はもう、土俵をＧパークの中につくって、外にも屋根付きの土俵をつくるよ

うな話も聞いております。日之影はなぎなたです。高千穂も、もう今からそういう、何といいま

すか、五、六年先を見込んでやらないと、人手がだんだんだんだん足りなくなって、来てもらっ

ても食事もできないで、お湯にも入れない。 

 たしか、登山大会のときは高千穂温泉を使ったんです。そして、自衛隊の車なんかも使って搬

送されたと思います。そういう段取りを、もう今から、決定していないからというんじゃなくて、

もう予算化でもして、補修工事なんか、高千穂の財産として残るわけですから、そういう考え方

で動かないと間に合わなくなるんじゃないか。しかもコロナ禍ですから。財政も大変だろうと思

います。しかし、意気込みだけは見せてほしいと私は思っております。町長いかがでしょうか。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  総合計画等には書いてありませんけれども、以前より県とやり取りを

しながら、また、剣道連盟、競技関係者と協議をし、高千穂町でぜひやりたいということでうち

もお願いをしましたけども、それはもう、間違いないというふうに思っております。今から、宮

崎市のほうに変わるとかいうことはないというふうに思っております。 

 年明けに視察がありますので、それを受けて対応したいというふうに思いますが、宿泊関係に

ついては、確かにおっしゃるとおりかなというふうに思いますので、そこをどうするかですけど

も、前回の国体のときには民泊、そのあたりを利用しての何とかキャパを確保したというふうに

記憶をしているところでありますけれども、そこらあたりも含めて、新たな施設を、宿泊施設ま

でつくっていくというのはなかなか厳しい面もありますのと、後は、どうしてもというところに

ついては、今、高速道路も整備されてまいりましたけれども、一部どうしても対応できない部分

については、若干距離も近くなりました延岡あたりとの連携というところも考えるべきことなの
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かなというふうに思います。いろんな可能性は探りつつ、準備は確実に進めていきたいというふ

うに思います。 

 今、予算措置として対応したとしても、何ができるかというところがありますので、今度視察

があったときに、そのあたりまで含めて、早めで町で取り組むべきことは何かというところにつ

いて、全国の剣道競技者と協議をして、それから対応したいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  田中義了議員。 

○議員（２番 田中 義了議員）  答弁の中に、考えておりますということがいっぱいあるんです

よ。もっと意思を、表明をはっきりしてもらいたいと私は思っております。検討しますとか、考

えております、必要と考えておりますとか、そういう言葉遣いはやめたほうが、何かあやふやな

答えとしか受け取られないんですよ。したがって、ある程度はもう、できないならできないでい

いと思うんですよ。そういう答弁をしていただきたいと思います。 

 また、国民スポーツ大会の中で、国体という表現がまだ使われております。私の手元まで来る

まで気がつかなかった人たちが多いんですよ。ほかにも、文章でそういうことがあります。 

 例えば、または及びの使い方を間違えたり、そういうことがありますので、十分、執行部はチ

ェックして部下を指導してほしいと思います。私も時々間違えますけど、内部で、私の手元まで

でもそういうことがあるので、外部に出たら、もっと恥ずかしいと思うんで、答弁の中でちゃん

と答えていただきたい。チェックしておいてほしいというふうに思っておりますので、念のため

に。 

 質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（坂本 弘明議員）  ここで３時５０分まで休憩します。 

午後３時41分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後３時49分再開 

○議長（坂本 弘明議員）  それでは、会議を再開いたします。 

 次に、佐藤さつき議員の質問を許します。 

 質問席に登壇願います。 

○議員（３番 佐藤さつき議員）  それでは、通告に従い、議席番号３番、佐藤さつき、質問を始

めたいと思います。 

 件名、高千穂の湯閉館後の施設利用の現状について。 

 内容、令和３年３月に閉館した公衆浴場、高千穂の湯の施設は、当時の閉館後の予定としては、
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まずは町民の中で引き取る方を募集して、町の譲渡条件を受入れができれば譲るとし、町民の中

に譲渡できる方、団体などがいなければ町外の方に募集をかけるということでした。 

 令和３年１１月現在、当施設は閉館のままで町民にも詳細は伝わらないままです。その間に町

から知らされたことは、町内の事業者５件から希望があったが町の意向に合わないため譲渡でき

なかったとのことでした。その後の報告は特別ありませんでした。 

 このままでは建物が使わなければ傷んでいく上に利活用事業を提案して選定されなかった５つ

の団体の方々も納得がいかないのではないかと思います。 

 そこで、次の点から町長に伺います。 

 １、当初の計画のとおり町内の事業者に町の意向に沿う事業者がいなかった場合、町外の事業

者に募集をかけたのかどうか。 

 ２、町内の福祉施設、社会福祉協議会、子育て支援センター、基幹支援センターなどは耐震が

していなく築年数が経過している、福祉施設としての利活用は考えていないのか。 

 ３、公衆浴場としての利活用が進まない場合の別の利用計画があるのか。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長、登壇願います。 

○町長（甲斐 宗之町長）  それでは、佐藤さつき議員の高千穂の湯の閉館後の施設利用の現状に

ついての御質問にお答えをいたします。 

 高千穂の湯につきましては、今年３月に閉館し、その跡地の活用について、令和２年１０月か

ら１１月にかけて、まずは町内の皆さんに活用の募集をいたしました。 

 条件としては、浴場として町民の皆さんに開放していただけることと、基本的には町として大

規模な改修は行わないことなどを挙げて募集をし、御質問にありますとおり町内５つの団体等か

ら応募がありました。現地を見ていただき、ヒアリングを行った結果、残念ながら、いずれも町

としての意向に沿うものではないと判断しお断りをいたしました。 

 その後、１の御質問にありますように令和３年５月から６月にかけて町外にも募集をいたしま

した。町ホームページでの募集をしたところ２社から興味を持っていただきましたが、結局、電

話、メールでの御相談までで、ヒアリングまでには至りませんでした。 

 そこで、２番目と３番目の御質問のお答えになりますが、現在は社会福祉協議会を含め町関連

の施設としての活用を前提に、企画、福祉、保健、教育、建設など、関係部署での検討を行って

いるところでございます。 

 御質問にありますとおり、社会福祉協議会や子育て支援センターの建物は老朽化が進んでおり

ますので移設先の候補にはなり得るものと思います。しかしながら、移設するにはやはり改修を

行う必要もあります。そのためには、旧高千穂の湯の建物の耐用年数、あとどれぐらい移設先と
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しての利用ができるのか、また改修費用がどれぐらいかかって、それがその年数に見合うものな

のかなどを精査しながら、様々に可能性を検討したいと考えております。 

 今後、方向性が、ある程度、固まりましたら御報告をさせていただきたいと考えておりますの

で、今しばらくお時間をいただきたいと存じます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  佐藤さつき議員。 

○議員（３番 佐藤さつき議員）  それでは、再質問をさせていただきます。 

 今、現状、全く動いていないとは思うんですが、ほかに関連したプールとかレストランも隣に

あったりするし、高千穂の湯の前の芝生など広々と関連したところもありますし、何もしない状

況で維持費がどのぐらい月にかかるか、企画観光課長にお伺いしたいと思います。 

○議長（坂本 弘明議員）  企画観光課長。 

○企画観光課長（山下 正弘課長）  維持費の部分につきましては、電気料とかが主なものになる

かと思うんですけども、どうしても３つ建物がありまして、今まで契約が１本でありましたので、

その分の基本料が主でありますけれども、かかってまいりますので、電気料として４０万円程度

かかっております。 

 プールも給食センターも合わせてですけれども、ただこれは基本料が今まで高かったという部

分もありますので、それを調整してもらったというか、そのあたりで今月請求分からは十数万円

になっておりますので、だいぶ下がってはきております。 

 あとは、週１回ほどでありますけれども、高千穂の湯のほうもプールの清掃と合わせて週１回

ほど清掃に入っていただいたり、あと草刈りとかについては、もう職員のほうで、プールの職員、

また今年はコロナの関係で天岩戸の湯の休館もありましたので、そのあたりの職員のほうで行っ

たところであります。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  佐藤さつき議員。 

○議員（３番 佐藤さつき議員）  ということは、現状として月４０万円ぐらい今までかかってい

たのが、今度から１３万円ぐらいになるということで理解してよろしいでしょうか。 

○議長（坂本 弘明議員）  企画観光課長。 

○企画観光課長（山下 正弘課長）  季節によって電気料ですので少し変わりますけれども、その

程度になるかなというふうには考えております。 

○議長（坂本 弘明議員）  佐藤さつき議員。 

○議員（３番 佐藤さつき議員）  現状かかる経費については分かりました。 

 続いて、町内公募があった際に５団体が応募されましたが駄目だったということなんですけれ
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ども、どのような職種の方々がどのような理由で受入れられなかったのか、その辺の詳細が分か

るといいかなと思います。その辺の理由を御説明お願いします。企画観光課長にお願いします。 

○議長（坂本 弘明議員）  企画観光課長。 

○企画観光課長（山下 正弘課長）  ５団体の１団体は宿泊施設、２団体が福祉関係、あと１団体

は観光関係で、あと１団体はＮＰＯ法人でしたけれども、現地視察をされてヒアリングまでには

至らなかったということになっておりますけれども、全体としては浴場を開放するけれども、そ

の一部を貸してほしいとか、イベントをするときに貸してほしいとか、そういったことでありま

したので、なかなかこちらが考えているような使い方にはなっていなかったということでお断り

をさせていただいたところです。 

○議長（坂本 弘明議員）  佐藤さつき議員。 

○議員（３番 佐藤さつき議員）  分かりました。通年を通して利用というところの意図が合わな

かったということで、一旦ちょっと理解して次に進めたいと思います。 

 次に、町外の業者が２団体から問合せがあったということですが、これも話が進まなかったと

いうことで、新しく受けた報告なんですけれども、どのような団体がどのような希望をされたの

か、企画観光課長、説明をお願いします。 

○議長（坂本 弘明議員）  企画観光課長。 

○企画観光課長（山下 正弘課長）  ２団体につきましては、１団体はもう指定管理者としてそこ

を管理したいということでありましたので、そこが合わなかったというところと、もう１団体は

グランピングとかをされている会社でありましたけれども、施設の現状とかをメールであったり

電話であったりで説明したところ、もう向こうのほうから断られたというか、そこで終わったと

いうことになります。 

○議長（坂本 弘明議員）  佐藤さつき議員。 

○議員（３番 佐藤さつき議員）  大きな施設だし観光地高千穂なので、できるだけ早い稼働を願

っているんですけれども、現状、岩戸の湯のほうも故障が多く止まることも多いので、やっぱり

これから先、ウィズコロナで人が来ると予測すれば、あったらいい施設だなとは思うのですが、

やはり条件的には、先ほど出ましたが指定管理者という希望もあったし、いろんな目的、通年利

用ではないということもあったようですけれども、町長に伺いますが、やはり指定管理者とかお

風呂の部分を稼働するに当たっては民間の方々も結構お金がいることなんですけれども、そこも

町としては当初の条件どおり修理もせず、そのまま何とかもし観光関係で利用ができるところか

ら要請があった場合も、やはり今までと条件を変えないというところの気持ちであられるかどう

か、町長に伺います。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 
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○町長（甲斐 宗之町長）  町といたしましては、やはり財政健全化の中で年間７,０００万円、

８,０００万円という赤字が出ていたということを考えれば、これ以上の投資はできないなとい

うふうに考えております。 

 そこで、例えば指定管理者ということで入りたいということであっても、それだけのお金は出

せないのと、あと高千穂の湯の現状としては配管なんかが非常に地下の狭いスペースに張り巡ら

されていて、やり替えというところ、メンテナンス性の高い形での施設の更新というと相当なお

金がかかるということと、スペース的な問題があります。 

 それと、やはり配管が複雑で、角、配管的にはエルボというような部署が多数ありまして、レ

ジオネラというような心配がどうしても出てきます。そういったところの投資までやって指定管

理者ということになれば、やはり相当に町としての投資も必要になってくるのが実情です。 

 それと、近隣、高森での温泉も閉館せざるを得なかったのと、日向のお船出の湯というところ

も景観がよかったり泉質がよかったりということであっても立ち行かないということを考えるな

らば、それと、町の新たな財政支出は考えないという念頭の中ではそういった選択肢はないと、

自分たちで施設の管理運営までやれますという計画であれば施設を御活用くださいということを

基本として、その考えは今後も変わらないというふうに思っています。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  佐藤さつき議員。 

○議員（３番 佐藤さつき議員）  考えは変わらないでということで、今、確認したところなんで

すが、それを基に伺いますが、５年後の、先ほどずっと朝から話題になっていますが、国民ス

ポーツ大会で宿泊的なものは足りていないところもあるので、そこに向けて何かお考えなどがも

しありましたら、去年の全国高校総体の登山の大会のときの反省も町長も分かっていらっしゃる

と思うので、先ほど少し延岡のほうと連携とかというお話も出ていましたけれども、今後の大き

な大会を見据えた上でのお考えが何かあればお聞きしたいと思います。町長、お願いします。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  御質問にお答えいたします。 

 新たな国民スポーツ祭が開催されるとしても、高千穂の湯をそれ用に再開をしてということは

考えておりません。それこそ長期間使わないということになれば、もう配管からのやり替えとい

うことが多分必要になります。先ほど言ったレジオネラとか、安全な形での施設運営ということ

になれば、そのためにそれだけのお金を高千穂の湯にかけるということはちょっと考えられない

かなというふうに思っています。 

 天岩戸の湯、また周辺施設ですね、五ケ瀬、日之影も含めてですけれども、先ほど言いました

が、どうしてもキャパが足りないということになれば延岡あたり、このあたりとの連携というこ
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とは考えられることかなと、そうせざるを得ない、あるいは先ほど申しましたが、町内、今、民

泊の推進ということもやっておりますけれども、かつての国体のときにそういった利用もあった

ということでありますので、そこらあたりもどのようにやっていくことで宿泊の受入れができる

か、ここはまた関係機関と町だけではなくて、旅館業組合、観光協会、そういったところも含め

て検討したいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  佐藤さつき議員。 

○議員（３番 佐藤さつき議員）  それを踏まえた上での質問なんですけれども、ある程度、業者

が選定に達しなかった場合、次の段階として令和２年１２月の町長の行政報告の際に福祉的利用

もあり得ない選択肢ではないということを言われ、自分も今まで令和２年の３月、令和３年の

３月、数回、この施設の跡地利用に関しては伺っております。その際、毎回、長寿命化計画、個

別施設計画の返事をいただいて、その計画で検討しておりますという返事をいただいていました。 

 高千穂町公共施設等総合管理計画の中の個別施設計画の中に含まれているんですが、先ほど板

倉議員もこの中からその計画をするに当たってエネルギー対策のことを言われていたんですけれ

ども、これの第１期が個別施設に関しては令和２年度から８年度ということで新しいのができて

いますが、当初、自分が一般質問で確認したときには令和２年の１２月に地元業者が選択されな

かった場合は、令和３年の１、２、３月で町外事業者公募、それがなかった場合は次の段階に移

るというふうな理解をして質問の答えをいただいたんですけれども、実際にこの答弁書によりま

すと、令和３年５月から６月にかけて町外に募集をいたしましたという返事をいただいています。 

 全体的に個別計画は２年からスタートしているんですけれども、この跡地に関しての進み具合

が遅いように感じるのですが、これが遅くなっているところの原因が何かありましたら、町長、

お願いいたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  そうですね、令和３年５月から６月にかけてということでありますけ

れども、町内の事業者の中には宿泊関連施設に利活用したいというところで、町としても、もし

可能であればということの可能性があったためにちょっと先延ばしになったんですが、内容を詰

めていく中においては、宿泊施設としての現地を見ていただいての改修の計画、これがやはり現

状の建物の改修では対応できないといったことが、その後、出てきたということがございました。 

 一旦、全部壊して一からあの場所を利用できるならということが、ちょっと時間がかかったん

ですけれどもそれが出てきました。しかし、町としてはあの施設をいかに有効に利活用するかと

いうことを念頭に置いていましたから、それをただ取り壊してあの場所を提供するということに

なれば、土地条件のいいところをただ提供したということになりますから、それでは駄目だなと
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いうことで、その判断に時間がかかったということと、あと宿泊施設にすれば、できれば下水道

につなぎ込みができないかという話の相談がありました。概算の見積りで４,０００万円ほどか

かるという、元線まで引っ張ってくるのにですね、それを町の負担でということを求められても

なかなか対応は難しいというようなやり取りに時間を要して、結局お断りをしたと。それの判断

が出て募集をかけたタイミングが５月から６月になってしまったといったことであります。 

 その後、庁舎内で検討委員会、まだ正式な検討委員会というわけではないんですけれども、ど

う利用できるかというのはいろんな担当部署が現地を見に行ったりして、今、検討を進めている

というそういった状況であります。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  佐藤さつき議員。 

○議員（３番 佐藤さつき議員）  直接聞いたわけではありませんが、町内の宿泊業者が改修費用

をかけて申込んだけど駄目であったという分の件名については、その町長の説明の内容で理解し

てもよろしいでしょうか。 

○町長（甲斐 宗之町長）  恐らくそうなのかなと思います。非常に現在ある施設を改修して活用

するというのが相手方の意向にも合わないということがございましたのと、新たな町の負担が何

千万円といった形で出るということのすり合わせといいますか、合意形成ができなかったという

件がありましたので、恐らく宿泊関連については１社でしたのでそういうことだと思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  佐藤さつき議員。 

○議員（３番 佐藤さつき議員）  宿泊関係で利用がこれから先もなかなか進まないであろうとい

うことを理解した上で、当初から質問しておりました福祉的活用に関してなんですが、長寿命化

計画の中の個別施設計画の中で、福祉関係と子供関連は、大変古い施設で現状、運営をされてい

ると自分は思っております。 

 その中に、自分で調べたんですけど、子育て支援センターに関しては何年経ったか不明と記入

してあり、もともとが商工会だったので何か分からないところもあるし、古いというイメージが

強いなとは自分でも思っています。あと中央公民館、図書館があるところも４２年、あと教育関

係のコミュニティセンターも３０年とか、老人福祉館になりますと４１年とか、本当にこれから

先、重要であろうという施設に関して古いところで、今、活動がなされているんですけれども。

答弁の中でも、今、検討中という、社会福祉協議会や子育て支援センターの建物は老朽化が進ん

でいますので移転先の候補になり得ると思いますという返事はいだたいているんですが、この考

えを聞いてもう随分長く経ちます。 

 町長に伺いたいんですけれども、最初のひと・しごと計画の第１期の平成２７年のときですね、
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あのときのアンケート結果で、環境として子育てしにくいという結果がやはり若い人たちの答え

から１位を占めていました。これはいつか議会でも言いました。第２期のところでも、２期のを

いただいたときにそこは重点対策ということになっていますが、今回の答弁の中でも明確に考え

が書いてあるわけではなく高千穂の湯の跡地が宿泊的な引取り手がいなかった、観光として温泉

を再開するなどの引取り手がなかったというところで次にすぐに進めるのかなって思ったんです

けれども、町長的には子育て関連の施設の移転に関してはどのようにお考えでしょうか。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  質問にお答えいたします。 

 子育て支援センター、また社会福祉協議会等につきましては、あそこの旧高千穂の湯の施設も

今のところ見ていただいたりもして、可能性としては高いというふうに思いますが、やはりいろ

んな団体がそこに入るといったときにここだけでは事務所的に狭いですよとか、いろんな課題が

出てきているのが実情で、それを改修するのにもかなりお金がかかる、それと浴場部分について

いろんな要望などを聞いていくうちに、これはもしかしたら取り壊して複合施設として建て直し

たほうが安いのではないかというような話も、今、議論の中では出てきております。 

 当初、有効活用したいというふうに私も申し上げておりましたけれども、もし子育て関連施設、

また社会福祉協議会、またあるいは要望のありました福祉関係の事業者が間借りしたいとか、そ

ういったことが今の施設の造りではなかなか柔軟に対応ができない、階段があったりということ

もありますので、そこらあたり、私は基本的にはある施設を有効に利活用したいことを念頭に置

いておりますけれども、いろんな利活用、高齢者の方が多く来る施設だったりを考えたときに、

一部分を取り壊して、それに合ったような形で一部造り直すとか、あるいは総合的に考えてもう

取り壊して造ったほうが安いですよと、場所的にあそこはいいので、駐車場もありますし、そう

いった可能性もちょっと議論の中では出てきておりますので、それと、電気関連施設もプールと

給食センターが使っている施設と旧高千穂の湯が、今、一体になっているんですが、契約上、町

の持ち物であるのを分けることができませんよというようなやり取りもあっているんですが、そ

ういったことを考えたときに、もう一旦、取り壊して新しく別で造るかというようなことも考え

たほうが、長い目線で見たときに安くつくということもあり得るのかなと思っておりますので、

そこらあたりをどうするのが一番メリットがあるのか、町として長期的に見たときの支出が安く

済むのか、そして利便性はどうなのか、そこらあたりを見極めるのにちょっと時間がかかってい

るというのが実情でありますけれども、できるだけ早くその方向性をお示しできるようにやって

いきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  佐藤さつき議員。 
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○議員（３番 佐藤さつき議員）  具体的な説明を聞いて分からなかったところがだいぶ理解でき

たところではありますが、個別施設計画の中で今後の在り方について対策が必要となる施設とい

う一覧表が、多分、町長も知っていらっしゃると思うんですが、あるんですけれども、この今後

の在り方について検討というところが令和４年までになっているのが、自分はもうずっと平成

２７年から尋ねていることなんですけれども、令和４年まで検討と書いてあるのが、高千穂の湯

の施設のところと旧商工観光会館のところと老人福祉館のところと、あとデイサービスセンター

もですが保健福祉総合センターのユニバーサルデザイン化の検討というところとか、そこだけが

令和４年であとは令和３年で全て計画検討が終わるように一応計画ではなっているんですね。こ

の令和４年まで続くところはもうずっと検討しているところで、いつまでが検討かなと思ったら

令和４年なんだと思ったんですが、ここが一番、長引いているところが少子化につながっている

ところと、高齢化の福祉サービスにつながっているところの施設に関係しているんですけれども、

この会議をするに当たって、先ほどの中島議員とちょっと同じ気持ちになったんですけれども、

これを検討する際に女性の方々はこういう検討委員会にどのぐらいの割合でいらっしゃるんでし

ょうか。分かりましたらお願いします。 

○議長（坂本 弘明議員）  答弁は。町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  ちょっと検討委員会の委員にどういった皆さんがいらっしゃったかと

いうのは、今ちょっと頭に入っておりませんので、また担当課のほうから報告させていただきま

す。すみません。 

○議長（坂本 弘明議員）  佐藤さつき議員。 

○議員（３番 佐藤さつき議員）  ずっと思っていたことなんですけれども、全部、女性がたくさ

ん働く場所とか関係する場所に限って、１年後になっているんですね、検討が終わる時期が。そ

れ以外のところは、本庁舎、上野公民館、岩戸公民館、それから御塩井公園は水族館ですね、田

原診療所はもうないんですけれども、建物はありますが、そういうところはあまり女性の働き手

も関係者もいないところだなと自分で感じたところです。 

 その検討のスタート時期が同じだったならと思うんですけど、子育て関連は要望をアンケート

で取ったときにずっともう１０年近く、この検討が終わるときにはもう１０年ぐらいになって、

最初からするとその間の出生数が平成２７年は１３０人ぐらい１年間に産まれていたのが、環境

整備が進まないうちに現状はコロナ禍で一度５０人台に減りましたが、今は８０人ぐらいには戻

ってきていますが、それでももう５０人近く年間出生数が減少しています。 

 やっぱり急ぐところと施設改修とかいろいろ環境整備も含めて早く手を打たないと結果が出た

ときには手遅れというところが顕著に出てきますので、その辺を考えて、ぜひこの施設改修の計

画の検討を、もう令和２年から新規にはスタートしている内容なので、できればもうどんどん進
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めてほしいなと思っているところです。 

 そういう視点から見て、町長としての今後の検討が令和４年ぎりぎりまで続かないように願っ

て考えを伺いたいんですけど、お願いいたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  そうですね、いろいろな施設が老朽化しているところの対応は急がな

ければならないというのは把握をしております。例えば体育館でも、上野体育館だったり中央体

育館だったり、そういったところについてはいろいろ急がないといけないと思っています。 

 高千穂の湯の跡地利活用ということも含めてですけれども、延び延びになっている部分につい

て早期に答えを出せるように、やっぱり意思統一をして早めに結果を出したいというふうに思い

ます。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  佐藤さつき議員。 

○議員（３番 佐藤さつき議員）  早めの返事を期待しまして、これで一般質問を終わりたいと思

います。 

○議長（坂本 弘明議員）  以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしましたので、これに

て散会いたします。 

○事務局長（甲斐 順生事務局長）  御起立をお願いいたします。一同、礼。 

〔起立・礼〕 

午後４時22分散会 

────────────────────────────── 

 


